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埼経協ニュース３４６号

本
会
と
連
合
埼
玉
を
母
体
と
し
て
い
る
埼
玉

県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
は
埼
玉
県
、
埼
玉

県
教
育
委
員
会
と
共
催
に
よ
り
『
埼
玉
県
高
等

学
校

進
路
・
就
職
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
』
を
八

月
二
十
六
日
、
さ
い
た
ま
市
の
ラ
フ
レ
さ
い
た

ま
に
て
開
催
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
が
望
む
進
路
指
導

の
あ
り
方
を
実
際
に
進
路
・
就
職
指
導
に
当
た

る
県
内
高
校
教
員
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
六
回
目

を
迎
え
た
。
当
日
は
県
内
公
立
高
校
の
進
路
就

職
指
導
主
事
、
担
当
者
ら
約
一
八
〇
名
が
参
加

し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、野
上
武
利
本
会
専
務
理
事（
就

職
支
援
機
構
使
側
代
表
）、
水
野
潔
埼
玉
県
教

育
局
県
立
学
校
部
部
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

続
い
て
苧
谷
秀
信
埼
玉
労
働
局
局
長
か
ら
来
賓

あ
い
さ
つ
を
頂
い
た
。
そ
の
後
「
こ
れ
か
ら
の

高
校
生
の
進
路
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
パ
ネ
ル
に
は
、
県
立
学
校
民
間
企
業

等
派
遣
研
修
（
先
生
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

に
よ
り
企
業
で
一
年
間
研
修
し
た
教
員
三
名
、

派
遣
受
入
企
業
の
藤
池
誠
治
�
デ
サ
ン
代
表
取

締
役
社
長
と
、
小
坂
良
二
�
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
、
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
立
川
）
業
務
支
配
人
・
総
務
人
事
支
配
人
、

労
使
就
職
支
援
機
構
と
し
て
野
上
代
表
の
六
名

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
細
田
宏
埼
玉

県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課
主
席

指
導
主
事
の
司
会
進
行
で
パ
ネ
ル
討
論
が
行
わ

れ
た
。

民
間
企
業
等
派
遣
研
修
は
、
教
員
の
資
質
の

向
上
や
視
野
の
拡
大
、
意
識
改
革
を
図
り
、
時

代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
で
十
二
年
目
を
迎

え
、
三
十
九
の
企
業
・
施
設
に
延
べ
六
十
三
名

の
教
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
教
員
を
民
間
企
業

に
一
年
間
派
遣
し
、
実
際
に
就
労
し
な
が
ら
企

業
の
実
態
を
肌
身
で
体
験
す
る
も
の
で
、
派
遣

先
民
間
企
業
は
本
会
が
推
薦
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
会
が
教
育
局
と
連
携
し
な
が
ら
派
遣
研
修
を

始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
や
四
者

面
談
会
な
ど
の
実
施
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

パ
ネ
ル
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
こ
れ
か
ら
の
進

路
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
設
問
で
〔
企

業
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
は
〕
に
対
し
実
際
に

企
業
で
研
修
し
た
教
員
は
、「
高
校
生
の
う
ち

に
自
己
ア
ピ
ー
ル
要
素
を
認
識
し
、
つ
く
ら
せ

る
こ
と
が
必
要
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
中
で
も
、
相
手
の
話
す
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
理

解
し
、
聴
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
」
と

し
、
受
入
企
業
側
の
藤
池
社
長
は
、「
就
職
と

就
社
の
違
い
を
よ
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
親

も
先
生
も
生
徒
の
特
性
や
得
意
分
野
を
見
出
し
、

企
業
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

成
績
は
オ
ー
ル
５
の
生
徒
よ
り
も
、
一
つ
で
も

よ
い
か
ら
得
意
分
野
の
あ
る
生
徒
の
方
が
選
び

や
す
い
」
と
指
摘
し
た
。

〔
各
学
校
で
日
常
取
り
組
む
べ
き
進
路
指
導

に
つ
い
て
〕
と
い
う
設
問
に
派
遣
教
員
は
一
様

に
、「
高
校
生
の
う
ち
に
職
場
体
験
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
体

験
実
習
で
自
分
の
将
来
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が

効
果
的
」
と
語
り
、
受
入
企
業
の
小
坂
支
配
人

は
、「
日
本
を
支
え
て
い
る
の
は
大
多
数
の
中

小
企
業
、
大
企
業
は
入
社
後
の
歩
留
ま
り
を
考

え
て
採
用
す
る
が
、
中
小
企
業
は
採
用
し
た
人

は
最
後
ま
で
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
中

小
企
業
の
中
身
を
よ
く
理
解
す
る
よ
う
な
指
導

を
お
願
い
し
た
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

ま
と
め
と
し
て
野
上
代
表
は
「
最
近
の
若
者

は
無
感
動
、
無
関
心
と
の
意
見
が
経
営
者
か
ら

も
聞
こ
え
て
く
る
。
日
々
の
生
徒
指
導
の
中
で
、

感
動
す
る
心
を
持
つ
若
者
を
育
て
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
世
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
悩
め
る

若
者
が
い
る
の
は
事
実
。
こ
れ
ら
の
若
者
対
策

は
急
ぐ
べ
き
だ
が
、
こ
う
し
た
若
者
を
排
出
し

な
い
世
の
中
を
つ
く
る
こ
と
は
も
っ
と
大
切
な

こ
と
。
そ
う
し
た
環
境
醸
成
は
、
家
庭
、
各
学

校
段
階
、
企
業
社
会
の
総
が
か
り
で
取
り
組
む

課
題
。
若
者
の
育
成
は
、
将
来
の
国
づ
く
り
、

県
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
の
で
、
今
以
上
に
教

育
界
と
産
業
界
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
」
と
総
括
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
最
後
に
、
竹
花
康
雄
連
合
埼
玉

事
務
局
長（
就
職
支
援
機
構
労
側
代
表
）が
閉
会

あ
い
さ
つ
を
行
い
、終
了
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
（
敬
称
略
）

〔
県
立
学
校
民
間
企
業
等
派
遣
研
修
参
加
教
員
〕

括
弧
内
は
派
遣
先

星

武
・
県
立
春
日
部
高
等
学
校
（
平
成

十
六
年

�
愛
工
舎
製
作
所
）

竹
越
利
之
・
県
立
幸
手
商
業
高
等
学
校
（
平

成
十
六
年

�
リ
ケ
ン

熊
谷
事
業
所
）

塩
原
正
英
・
県
立
進
修
館
高
等
学
校
（
平
成

十
八
年

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
�
）

〔
派
遣
受
入
企
業
〕

藤
池
誠
治
・
�
デ
サ
ン
代
表
取
締
役
社
長

小
坂
良
二
・
�
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立

川
）
業
務
支
配
人

総
務
人
事
支
配
人

〔
埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
〕

野
上
武
利
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

〔
司
会
〕

細
田

宏
・
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高

校
教
育
指
導
課
主
席
指
導
主
事

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０８ 月号

日本経団連 埼玉

埼埼
玉玉
県県
高高
校校
進進
路路
・・
就就
職職
指指
導導
者者
セセ
ミミ
ナナ
ーー

高
校
生
進
路
指
導
の

あ
り
方
で
パ
ネ
ル
討
議

８・９
水
野
潔
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

部
長
あ
い
さ
つ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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財
団
法
人
日
本
経
団
連
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
（
略
称
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
・
御
手
洗
冨

士
夫
理
事
長
）
が
実
施
し
て
い
る
二
〇

〇
八
年
度
経
営
者
団
体
招
へ
い
の
一
環

と
し
て
「
経
営
者
団
体
職
員
育
成
コ
ー

ス
」
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
ア
フ
リ
カ

諸
国
十
七
カ
国
よ
り
経
営
者
団
体
の
幹

部
を
中
心
と
し
た
役
職
員
十
九
名
を
迎

え
、
九
月
五
日
�
埼
玉
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
フ
ジ
ノ
ン
�
（
さ
い
た
ま
市
・

松
木
繁
和
代
表
取
締
役
社
長
）
の
工
場

見
学
を
行
い
、
そ
の
後
会
場
を
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
に
移
動
し
、
埼
玉
県
経
営
者

協
会
の
役
割
を
説
明
す
る
講
演
を
実
施

し
た
。

こ
の
訪
日
団
は
、
地
域
で
活
躍
す
る

経
営
者
団
体
の
活
動
に
実
際
に
触
れ
、

活
性
化
・
強
化
の
方
策
を
実
践
的
に
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
九
月
二
日
か
ら
九
月

十
一
日
ま
で
来
日
し
た
も
の
で
、
全
国

地
方
経
営
者
協
会
の
中
か
ら
、東
京
、兵

庫
と
埼
玉
の
三
経
営
者
協
会
を
訪
れ
た
。

フ
ジ
ノ
ン
�
で
は
、
神
山
宏
二
専
務

取
締
役
が
会
社
概
要
と
経
営
者
協
会
と

の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
光
学

レ
ン
ズ
製
造
出
荷
額
で
は
全
国
一
位
を

誇
る
埼
玉
県
の
中
で
、
そ
の
分
野
で
の

代
表
企
業
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す

る
フ
ジ
ノ
ン
製
品
の
強
み
な
ど
を
紹
介

し
た
。

フ
ジ
ノ
ン
の
工
場
見
学
で
は
、
ま
ず

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
視
察
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
用
や
携
帯
電
話
用
カ
メ
ラ
の
レ
ン

ズ
、
遠
隔
望
遠
操
作
の
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
、

医
療
機
器
と
し
て
電
子
内
視
鏡
・
経
鼻

内
視
鏡
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ン
プ

タ
ー
、
双
眼
鏡
な
ど
各
ブ
ー
ス
の
説
明

を
受
け
、ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
各
国
か
ら

来
訪
し
た
研
修
員
は
、
日
本
の
先
端
技

術
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
感
嘆

の
声
を
上
げ
た
。
そ
の
後
、
各
製
品
の

製
造
工
場
を
見
学
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

や
完
全
自
動
化
ラ
イ
ン
な
ど
の
最
新
鋭

設
備
と
高
熟
練
者
の
手
作
業
に
よ
る
Ｔ

Ｖ
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
の
組
立
作
業
な
ど
対

照
的
な
工
程
を
視
察
、
技
能
と
技
術
の

集
積
現
場
に
興
味
津
々
の
様
子
だ
っ
た
。

工
場
見
学
後
の
質
問
タ
イ
ム
で
は
、

各
部
門
別
の
事
業
比
率
や
従
業
員
の
離

職
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
問

が
出
さ
れ
、
神
山
専
務
は
「
高
度
な
技

能
・
技
術
を
要
す
る
複
雑
な
ラ
イ
ン
で

は
、
後
継
者
へ
の
伝
承
に
は
社
を
あ
げ

て
注
力
す
る
と
と
も
に
、優
秀
な
技
能
・

技
術
者
に
は
処
遇
を
厚
く
す
る
な
ど
の

配
慮
を
し
な
が
ら
、
離
職
防
止
に
努
め

て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
た
。

会
場
を
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
に
移

し
、
三
国
雅
裕
本
会
常
務
理
事
事
務
局

長
が
埼
玉
県
の
特
徴
と
経
営
者
協
会
の

役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
具
体
的
に

は
、
国
内
か
ら
注
目
を
集
め
る
熱
い
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ポ
ッ
ト
埼
玉
の
強
み
と
し
て

�
日
本
一
の
交
通
の
利
便
性
、
�
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
製
造
業
と
そ
の
パ
ワ
ー
、

�
ホ
ン
ダ
の
世
界
拠
点
と
し
て
の
埼
玉

と
産
業
集
積
、
�
外
国
企
業
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
な
ど
を
紹
介
、
ま

た
、
経
営
者
協
会
の
役
割
で
は
、
協
会

の
会
員
数
・
予
算
な
ど
の
概
要
、
活
動

理
念
、具
体
的
事
業
内
容
、会
員
向
け
サ

ー
ビ
ス
、県
や
県
教
育
局
、大
学
や
連
合

埼
玉
な
ど
と
の
連
携
内
容
を
説
明
し
た
。

講
演
の
最
後
に
三
国
常
務
は
「
先
行
き

不
透
明
な
経
済
社
会
を
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
全
員
参
加
型
の

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の

中
で
、
私
ど

も
経
済
団
体

も
存
在
意
義

を
発
揮
し
て

い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
に

は
産
学
官
労

の
連
携
が
ま

す
ま
す
必
要

に
な
る
」
と

ま
と
め
た
。

講
演
後
に
は
、「
埼
玉
経
協
は
少
人

数
の
職
員
で
な
ぜ
こ
れ
だ
け
の
事
業
が

実
施
で
き
る
の
か
」、「
教
育
局
と
の
連

携
の
中
で
、
高
校
生
に
対
す
る
具
体
的

な
雇
用
支
援
策
は
」、「
埼
玉
は
ど
う
し

て
こ
れ
だ
け
急
速
に
発
展
で
き
、
元
気

な
の
か
。
ま
た
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は

県
と
民
間
の
ど
ち
ら
が
と
っ
て
い
る
の

か
」
等
々
、
こ
ち
ら
の
会
場
で
も
質
問

が
飛
び
交
っ
た
。
埼
玉
が
元
気
な
理
由

と
し
て
は
、「
交
通
網
、
特
に
鉄
道
と

道
路
網
の
利
便
性
。
官
と
民
が
連
携
協

力
し
、一
元
的
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
」

と
応
え
た
。

最
後
に
、
研
修
員
を
代
表
し
、
フ
ィ

ジ
ー
経
営
者
連
盟
（
Ｆ
Ｅ
Ｆ
）
のN

es -
bitt

D
enis

Fredrick
H
A
ZELM

A
N

氏
が
「
元
気
な
埼
玉
の
実
態
に
触
れ
、

と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
。
本
日
の
内
容

は
私
ど
も
の
経
営
者
団
体
活
動
の
活
性

化
に
ぜ
ひ
参
考
と
し
た
い
」
と
挨
拶
し

閉
会
し
た
。

◆
今
回
の
来
訪
メ
ン
バ
ー
（
順
不
同
）

国
名
・
経
営
者
団
体
名

１
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
Ｂ
Ｅ
Ｆ

２
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｆ
Ｅ
Ｂ
Ａ

３
、
中
国
・
Ｃ
Ｅ
Ｃ

４
、
フ
ィ
ジ
ー
・
Ｆ
Ｅ
Ｆ

５
、
ガ
ー
ナ
・
Ｇ
Ｅ
Ａ

６
、
イ
ン
ド
・
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｅ

７
、
イ
ン
ド
・
Ｅ
Ｆ
Ｉ

８
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

９
、
ラ
オ
ス
・
Ｌ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｉ

１０
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
Ｍ
Ｅ
Ｆ

１１
、
モ
ン
ゴ
ル
・
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｆ

１２
、
ネ
パ
ー
ル
・
Ｆ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
‐
Ｅ
Ｃ

１３
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
Ｅ
Ｆ
Ｐ

１４
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｐ

１５
、
南
ア
フ
リ
カ
・
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ

１６
、
セ
イ
ロ
ン
・
Ｅ
Ｆ
Ｃ

１７
、
タ
イ
・
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｉ

１８
、
タ
イ
・
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｔ

１９
、
ベ
ト
ナ
ム
・
Ｖ
Ｃ
Ｃ
Ｉ

◆
随
行
者

財
団
法
人
日
本
経
団
連
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

松
井
博
志
常
務
理
事
ほ
か
二
名
、
同

行
通
訳

総
勢
二
十
三
名

ＮＮＮ
ＩＩＩ
ＣＣＣ
ＣＣＣ
「「「
経経経
営営営
者者者
団団団
体体体
職職職
員員員

育育育
成成成
コココ
ーーー
ススス
」」」
研研研
修修修
員員員
来来来
訪訪訪

フジノン�ショールーム視察

ソニックシティビルでの講演

ソニックシティビル３１F スカイルームにて

― ２ ―
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頁

青
年
経
営
者
部
会
の
七
月
例
会
が
七

月
十
四
日
�
午
後
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
に
お
い
て
二
十
七
名
が
参
加
し
、
講

演
会
と
懇
談
会
の
二
部
構
成
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
。

第
一
部
の
講
演
は
「
も
の
づ
く
り
屋

の
魂
」
と
題
し
吉
野
電
化
工
業
株
式
会

社
代
表
取
締
役
吉
野
寛
治
氏
に
よ
り
行

わ
れ
、
松
本
伸
一
郎
副
部
会
長
（
松
本

商
会
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り

行
わ
れ
た
。

最
初
に
古
川
元
一
部
会
長
（
川
口
土

木
建
築
工
業
・
社
長
）
が
開
会
の
挨
拶

を
行
い
、
司
会
に
よ
り
講
師
の
紹
介
が

あ
っ
た
。

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社
は
、
創
業

七
十
年
を
越
す
表
面
処
理
加
工
メ
ー
カ

ー
で
、
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
精

密
か
つ
高
性
能
な
電
子
機
器
の
部
品
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
、
高
精
密
薄
膜
処

理
等
々
の
独
自
技
術
を
核
に
業
界
内
で

確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
吉
野
社
長
は
、
上
田
知
事
絶
賛
の

「
も
の
づ
く
り
屋
の
魂
」（
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
経
営
の
ス
ス
メ
）
を
０７
年
に
著
し
、

世
界
に
冠
た
る
日
本
の
製
造
業
の
も
の

づ
く
り
魂
を
根
本
か
ら
問
い
返
す
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
製

造
業
の
経
営
、
技
術
開
発
な
ど
を
語
っ

て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指

す
こ
と
が
重
要
だ
と
さ
れ
、
巷
で
今
も

て
は
や
さ
れ
て
い
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
は
、

よ
ほ
ど
の
努
力
と
強
運
が
な
い
と
な
れ

な
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
、

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ほ

う
が
な
り
や
す
く
、
努
力
の
甲
斐
も
あ

る
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
社
に
は
前

例
が
な
い
、
時
期
尚
早
と
の
概
念
は
な

い
と
言
い
切
っ
た
。
更
に
、
社
員
満
足

度
が
重
要
で
あ
り
、
社
員
の
自
分
の
子

供
を
こ
の
会
社
に
入
れ
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
企
業
に
し
た
い
と
語
っ
た
。

そ
の
後
、
島
村
健
副
部
会
長
（
島
村

工
業
・
社
長
）
か
ら
謝
辞
が
あ
り
第
一

部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
談
会
は
、
増
田
政
之
幹

事
（
マ
ス
キ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・

社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
、

牛
窪
啓
詞
特
別
会
員（
愛
工
舎
製
作
所
・

社
長
）
の
埼
玉
の
地
酒
の
乾
杯
で
始
ま

り
、
懇
談
が
和
気
藹
々
と
続
き
、
矢
部

利
人
幹
事
（
丸
和
工
業
・
社
長
）
か
ら

次
回
九
月
例
会
と
茨
城
全
国
大
会
の
告

知
が
行
わ
れ
、
閉
会
挨
拶
で
お
開
き
と

な
っ
た
。

衛
生
管
理
者
受
験
の
た
め
の

対
策
講
座
開
催（
本
会
主
催
）

本
会
で
は
９
月
３
日
�
〜
４
日
�
二
日

間
に
亘
っ
て
本
会
で
は
初
め
て
の
事
業
と

な
る
「
第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受

験
の
た
め
の
対
策
講
座
」
を
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
９０５
号
室
で
開
催
し
た
。
こ
れ
は

受
講
者
が
き
わ
め
て
高
い
合
格
率
を
維
持

し
、
適
切
な
テ
キ
ス
ト
や
指
導
ぶ
り
で
定

評
の
あ
る
�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
と
提
携
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
当
日
の
講
師
は
臼
井
一

博
氏
。
と
こ
ろ
が
、
募
集
定
員
の
四
○
名

が
早
期
の
う
ち
に
満
席
と
な
っ
た
た
め
、

同
内
容
で
講
師
を
後
藤
岱
夫
氏
に
変
更
し
、

同
月
８
日
�
〜
９
日
�
に
９０４
号
室
で
緊
急

追
加
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
も
定
員

二
六
名
が
満
席
の
盛
況
と
な
っ
た
。

常
時
五
○
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す

る
事
業
場
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
一

二
条
に
よ
り
、
国
家
資
格
で
あ
る
「
衛
生

管
理
者
」
を
置
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

従
業
員
数
に
よ
っ
て
そ
の
人
数
が
増
加
す

る
と
と
も
に
、
業
種
に
よ
っ
て
一
種
、
二

種
の
別
が
あ
る
。

今
回
は
１０
月
４
日
の
埼
玉
出
張
試
験
に

日
程
を
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
が
、
働
く

人
々
の
健
康
管
理
体
制
へ
の
積
極
的
取
り

組
み
へ
の
当
局
の
強
い
要
請
も
あ
り
、
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
を
み
せ
た
。

目

次

�
埼
玉
県
高
校
進
路
・
就
職
指
導
者
セ
ミ

ナ
ー
（
労
使
就
職
支
援
機
構
）

１

�
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
経
営
者

団
体
職
員
来
訪

２

�
青
年
部
会
七
月
例
会

３

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、
川
口

土
木
建
築
工
業
�
古
川
元
一
社
長４

〜
５

�
埼
玉
県
の
地
域
最
低
賃
金
の
改
定
、
全

都
道
府
県
改
正
審
議
終
了

６
〜
７

�
視
点
「
負
と
�
」
専
務
理
事
野
上
武
利８

�
青
年
部
会
ゴ
ル
フ
大
会

９

�
第
３６
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会１０

〜
１１

�
連
載
４３
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な

話
題

中
・
南
・
北
・
西

１２
〜
１３

�
連
載
４９
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会

い
の
広
場

１４

�
連
載
第
２９
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ

よ
う
こ
そ

１５

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
４３
回
「
目
ざ

せ
新
観
光
県
、
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
設
立
」

１６

�
連
載
第
８９
回
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則

見
直
し
・
改
訂
「
労
働
契
約
法
の
企
業

実
務
上
の
対
応
そ
の
２
」、
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
労
働
法

弁
護
士
安
西
�
氏１７

〜
１９

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど
、
障
害

者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

２０
〜
２２

�
事
業
だ
よ
り
、
雇
用
支
援
制
度
導
入
奨

励
金
、
連
載
１６５
回
こ
ん
な
時
に

こ
ん

な
事
を
！

２３

�
告
知
版
、会
員
の
動
き
、埼
玉
音
協

２４

『
も
の
づ
く
り
屋
の
魂
』で

青
年
経
営
者

部
会
例
会

吉
野
電
化
工
業
社
長
が
講
演

９月３～４日 臼井一博講師

講
演
す
る
吉
野
寛
治
社
長

挨
拶
す
る
古
川
元
一
部
会
長

― ３ ―
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こ
の
人
は
三
代
目
で
あ
り
、
初
代
朝
義
さ
ん
や
先
代
武
彦

さ
ん
を
語
る
時
、
キ
ラ
キ
ラ
と
目
が
光
り
出
す
。
尊
敬
し
て

い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
社
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
二
年
―
。

強
運
の
人
と
見
た
が
、
ご
自
身
は「『
運
』
は
運
ぶ
と
書
く
。

運
も
実
力
の
内
だ
し
、
運
は
自
分
で
運
び
こ
む
も
の
」
と
、

さ
ら
り
と
い
う
。
因
み
に
、
古
川
さ
ん
は
今
年
五
月
、
当
協

会
青
年
経
営
者
部
会
の
十
代
目
部
会
長
に
選
任
さ
れ
、
今
、

ま
す
ま
す
燃
え
て
い
る
。

昭
和
三
十
七
年
十
月
十
四
日
、
川
口
市
生
ま
れ
。
県
立
浦

和
高
校
を
経
て
、
六
十
一
年
三
月
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部

卒
業
。
同
四
月
�
大
林
組
入
社
、
六
十
三
年
三
月
川
口
土
木

建
築
工
業
�
に
入
社
、
同
四
月
取
締
役
、
八
月
代
表
取
締
役

副
社
長
、
平
成
十
八
年
十
二
月
代
表
取
締
役
社
長
（
現
職
）。

物
心
つ
く
か
つ
か
な
い
頃
か
ら
三
代
目
を
意
識

「
物
心

つ
い
た
と
き
、
将
来
的
に
は
三
代
目
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、

大
学
を
出
て
す
ぐ
に
自
分
の
会
社
に
入
る
よ
り
は
、
先
ず
ス

ー
パ
ー
大
手
の
建
設
会
社
で
多
く
の
経
験
を
積
み
視
野
を
広

げ
て
と
思
い
、
大
林
組
の
入
社
試
験
を
受
け
て
合
格
。
名
古

屋
支
店
で
総
務
・
人
事
を
二
年
間
や
り
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の

長
所
、
短
所
を
自
分
の
目
と
肌
で
じ
か
に
感
と
っ
て
き
た
。

そ
れ
が
現
在
の
経
営
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
。

帝
王
学
？
祖
父
は
小
学
三
年
の
と
き
亡
く
な
っ
て
お
り
、

会
社
の
こ
と
は
父
の
後
ろ
姿
を
見
て
育
っ
て
き
た
。（
も
ち

ろ
ん
入
社
後
、
勉
強
し
た
の
だ
が
）
社
長
と
は
大
変
な
仕
事

だ
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
男
の
仕
事
と
思
っ
て
い
た
」。

昭
和
六
十
三
年
三
月
大
林
組
を
辞
め
て
川
口
土
建
に
入
社
。

そ
の
年
七
月
、
偶
然
父
・
武
彦
さ
ん
が
体
調
を
崩
し
て
半
年

間
入
院
し
、
否
応
な
し
に
会
社
を
切
り
盛
り
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。「
仕
事
の
話
は
闘
病
中
の
父
に
で
き
な
い
し
、
誰

に
も
相
談
で
き
な
い
。
な
に
し
ろ
ま
だ
社
員
の
名
前
は
も
ち

ろ
ん
、
顔
す
ら
も
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
中
で
社
員
た
ち
に

話
を
聞
き
な
が
ら
仕
事
を
指
示
す
る
わ
け
で
、
精
神
的
、
肉

体
的
に
そ
の
頃
大
変
苦
労
し
た
が
、
そ
れ
が
現
在
で
も
生
き

て
い
る
。
幸
い
業
績
は
好
況
の
追
い
風
に
乗
っ
て
右
肩
上
が

り
。
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
は
、
時
代
に
助
け
ら
れ
た

感
じ
だ
っ
た
。
と
も
か
く
そ
ん
な
わ
け
で
八
月
、

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
急
遽
、
当
社
の
代
表

権
を
も
つ
副
社
長
へ
の
昇
任
が
決
ま
っ
た
」。

社
員
第
一
主
義
な
ど
三
つ
の
考
え
方
を
明
示

社
長
就
任
に
あ
た
っ
て
、
古
川
さ
ん
は
自
ら
の
考

え
方
を
社
員
に
三
つ
明
示
し
た
。

一
つ
目
は
会
社
の
経
営
方
針
で
あ
り
、
顧
客
第

一
主
義
は
当
た
り
前
の
こ
と
。
今
は
す
で
に
Ｅ
Ｓ

（
社
員
第
一
主
義
）
の
時
代
で
あ
り
、
私
は
今
後

経
営
方
針
と
し
て
社
員
一
人
一
人
を
大
切
に
し
、

給
料
、
職
場
環
境
等
、
す
べ
て
の
面
で
満
足
し
て

も
ら
え
る
会
社
づ
く
り
を
目
指
す
。
実
現
の
た
め

社
員
全
員
が
仕
事
の
効
率
ア
ッ
プ
に
創
意
工
夫
し
、
常
に
業

績
向
上
へ
の
行
動
に
努
め
て
欲
し
い
。

二
つ
目
は
こ
れ
か
ら
の
仕
事
の
進
め
方
、
考
え
方
。
先
輩

か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
仕
事
の
業
務
で
も
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
目

覚
ま
し
い
発
展
に
よ
り
、
時
間
と
コ
ス
ト
面
で
数
段
能
率
が

上
が
る
と
思
う
。
そ
の
時
は
躊
躇
せ
ず
、
従
来
の
進
め
方
を

変
え
、
仕
事
の
能
率
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
欲
し
い
。
社
員
の
職

場
環
境
を
整
え
て
き
た
し
、
今
後
も
世
の
中
の
流
れ
に
随
時
、

会
社
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。

三
つ
目
は
会
社
の
危
機
管
理
。
現
場
に
は
多
く
の
危
険
が

潜
ん
で
お
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
怪
我
や
、
工
期
遅
れ
等

の
事
故
が
起
き
た
と
き
、
い
っ
た
い
誰
が
責
任
を
と
る
か
。

担
当
者
で
も
担
当
部
長
で
も
な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、

最
終
的
に
責
任
は
私
が
と
る
と
、
社
員
に
伝
え
て
い
る
。
た

だ
社
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
す
ぐ
あ
り
の
ま
ま
ま
の
状
況
や
事

実
を
会
社
に
報
告
し
、
自
分
が
最
初
に
ど
ん
な
行
動
を
と
る

べ
き
か
考
え
、
行
動
に
移
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
余
計
な
心

配
を
せ
ず
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
、
会
社
か
ら
任
さ
れ
た

仕
事
に
集
中
し
て
欲
し
い
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
「
完
成
在
庫
ゼ
ロ
」

昭
和
六
十
三

年
の
入
社
当
時
、
川
口
土
建
は
官
庁
工
事
半
分
、
民
間
工
事

半
分
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
古
川
さ
ん
は
将
来
官
庁
工

事
が
減
少
す
る
と
判
断
、
前
社
長
（
父
）
も
同
じ
考
え
だ
っ

た
の
で
、
徐
々
に
民
間
に
力
を
入
れ
て
い
っ
た
。
逆
に
官
庁

工
事
を
頼
っ
て
い
た
ら
、
現
在
売
上
の
一
〜
二
％
な
の
で
、

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
私
の
発
想
で
十
年
ほ
ど
前
、
新
し
い
組
織
を
作
っ
て
土

地
を
自
社
で
仕
入
れ
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
る
。
つ
ま
り

自
分
で
仕
事
を
つ
く
る
事
業
を
手
掛
け
、
現
在
は
三
百
億
円

の
う
ち
百
億
円
が
、
そ
う
し
た
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
仕
事
で
あ

り
、
間
違
っ
て
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
建
築
請
負
業

を
や
っ
て
い
て
、
な
お
且
つ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
を
や
っ
て
い

る
の
は
、
多
分
県
内
は
う
ち
だ
け
で
全
国
規
模
で
見
て
も
殆

ど
無
い
。
そ
れ
が
良
い
か
悪
い
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
も
会
社
が
伸
び
た
一
つ
の
要
因
だ
と
私
自
身
思
っ
て
い

る
」。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で

に
埼
玉
、
東
京
、
千
葉
の
一
都
二
県
で
三
十
八
物
件
、
二
七

〇
〇
戸
余
を
お
客
様
に
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、「
完
成
在

庫
ゼ
ロ
」
で
あ
る
。

「
日
々
努
力
」
を
経
営
哲
学
に
日
々
精
進

経
営
哲
学
は

『
日
々
努
力
』。「
何
事
も
急
に
成
功
す
る
な
ど
あ
り
得
な
い

と
思
う
。
日
々
コ
ツ
コ
ツ
努
力
し
た
の
が
成
果
と
な
る
の
で
、

会
社
経
営
も
同
じ
で
あ
る
。
信
用
は
金
で
は
買
え
な
い
が
、

失
う
の
は
簡
単
だ
。
初
代
は
大
工
上
が
り
で
自
分
が
納
得
し

な
い
と
、
客
に
は
渡
さ
な
い
。
そ
の
職
人
気
質
が
徐
徐
に
信

用
を
得
て
、
先
代
に
な
っ
た
と
き
木
造
だ
け
で
な
く
、
鉄
筋

や
鉄
骨
建
築
を
始
め
た
わ
け
で
、
や
は
り
初
代
は
な
か
な
か

超
え
ら
れ
な
い
。
先
代
で
基
礎
を
固
め
、
私
で
飛
躍
さ
せ
る

べ
く
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
そ
の
た
め
の
努
力
を
し
て
い
る
。

『
継
続
は
力
な
り
』
と
も
言
う
し
…
」。

青
年
経
営
者
部
会
会
員
拡
大
が
最
大
の
急
務

「
当
協
会

青
年
経
営
者
部
会
の
最
大
の
課
題
は
、
会
員
の
拡
大
。
全
体

的
に
景
気
が
悪
く
な
っ
て
い
る
時
期
だ
け
に
厳
し
い
が
、
来

年
の
創
立
二
十
周
年
を
機
に
青
年
部
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
。
是
非
と
も
五
十
歳
以
下
の
代
表
取
締
役
の
方
に
、
一
人

で
も
多
く
入
会
し
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て

勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」。

見
合
い
し
て
三
週
間
で
婚
約

家
族
は
妻
幸
（
み
ゆ
き
）

さ
ん
と
、
長
男
（
中
学
二
年
）、
長
女
（
小
学
六
年
）、
二
女

（
同
四
年
）
の
四
人
。
幸
さ
ん
と
は
平
成
五
年
六
月
、
三
十

歳
で
見
合
結
婚
。
慎
重
な
経
営
姿
勢
と
は
裏
腹
に
、
出
会
っ

て
三
週
間
で
結
婚
を
決
意
。「
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
か
運
と

い
う
か
、
惹
か
れ
る
も
が
あ
っ
た
。
ご
縁
と
い
う
も
の
で
し

ょ
う
か
、
そ
れ
も
強
烈
な
縁
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

休
日
の
過
ご
し
方
？
「
子
供
た
ち
が
ま
だ
小
さ
い
の
で
ボ

ー
ル
投
げ
と
か
テ
ニ
ス
な
ど
し
て
遊
ん
で
い
る
が
、
私
自
身

負
け
ず
嫌
い
な
の
で
、
最
近
テ
ニ
ス
が
上
達
し
て
き
た
息
子

に
対
し
、
親
父
の
意
地
を
見
せ
て
、
試
合
に
挑
ん
で
い
る
」。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
だ
が
、
高
校
時
代
は
柔
道
、
大
学
で
は
テ
ニ

ス
。

（
葛
）

川
口
土
木
建
築
工
業
株
式
会
社

社

長

古

川

元

一
氏

― ４ ―



www.musashinobank.co.jp

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

１

全
て
は
、

お
客
様
か
ら
の

信
頼
獲
得
の
た
め

創
業
か
ら
８７
年
、
永
い
歴
史
の
中

で
、
官
公
庁
、
民
間
の
多
く
の
お
客

様
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
で
成
長
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
得
た
教

訓
が
、
あ
た
り
ま
え
の
事
を
、
あ
た

り
ま
え
に
実
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、

「
あ
た
り
ま
え
を
大
切
に
」
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
る
。

２

県
内
随
一
を
誇
る

設
計
ス
タ
ッ
フ

お
客
様
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、

２０
年
以
上
前
よ
り
設
計
ス
タ
ッ
フ
の

充
実
を
図
り
、
企
画
か
ら
設
計
、
施

工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
一
環
し
た
オ

ー
ダ
ー
受
注
獲
得
に
社
内
組
織
を
整

え
ま
し
た
。

現
在
、
３０
名
程
の
設
計
ス
タ
ッ
フ

は
、
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
は
県
内
随
一

の
規
模
で
あ
り
、
お
客
様
の
さ
ま
ざ

ま
な
ご
要
望
に
対
応
で
き
る
専
門
性

の
高
い
ス
タ
ッ
フ
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

３

ア
フ
タ
ー
サ
ポ
ー
ト

も
充
実

竣
工
後
も
末
永
く
快
適
に
ご
利
用

頂
く
た
め
に
、
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
専
門
部
署
が
、
サ
ポ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。
竣
工
後
の
定
期
点
検
や
瑕

疵
補
修
に
迅
速
な
対
応
を
モ
ッ
ト
ー

に
サ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

４

完
成
在
庫
ゼ
ロ
の

分
譲
事
業

１
９
９
９
年
１０
月
に
開
設
し
た
開

発
事
業
部
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入

を
考
え
て
い
る
多
く
の
お
客
様
の
ご

要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、
洗
練

さ
れ
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
高
品
質
な

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
高
い
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
実
現
す
る
、
当
社

の
総
合
力
の
結
集
さ
れ
た
商
品
で
す
。

こ
れ
ま
で
３８
物
件
、
２
７
０
５
戸
の

分
譲
事
業
で
は
「
完
成
在
庫
ゼ
ロ
」

を
達
成
し
て
お
り
、
多
く
の
お
客
様

に
快
適
な
住
ま
い
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

〔
会
社
概
要
〕

資
本
金

２
１
０
百
万
円

従
業
員
数

２
９
０
名

（
２
０
０
８
年
８
月
現
在
）

売
上
高

３
２
８
億
円

（
２
０
０
７
年
９
月
期
）

事
業
内
容

�
建
築
・
土
木
の
工
事
請
負

�
建
築
・
土
木
の
企
画
・
設
計
・
監
理

�
不
動
産
の
売
買
・
仲
介

�
上
下
水
道
の
工
事
請
負

�
前
号
に
関
す
る
一
切
の
業
務

会員企業紹介

「「
ああ
たた
りり
まま
ええ
をを
大大
切切
にに
」」

川 口 土 木
建 築 工 業

お
客
様
の
信
頼
こ
そ
が

企
業
の
成
長
を
導
く

本
社
ビ
ル

本
社

第
２
ビ
ル

― ５ ―
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埼玉県最低賃金は、１０月１７日以降７２２円となる予定です。
最低賃金額は、賃金や物価等の動向により毎年改正されてきましたが、平成２０年度は平成１９年度と比較します
と、現下の最低賃金を取り巻く状況は勿論、本年７月に施行された最低賃金法の一部改正を踏まえ、加えて、
成長力底上げ戦略推進円卓会議における賃金の底上げに関する議論にも配意した調査審議を総合的に重ねた結
果、２０円引き上げとなりました。

時間額 ７２２円 引上額 ２０円 引上率 ２．８５％

《注意していただくこと》
１．適用する地域…埼玉県の区域
２．適用する使用者…前号の地域内で事業を営む使用者
３．適用する労働者…前号の使用者に使用される労働者
４．この最低賃金において賃金に算入しないもの…精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
５．非鉄金属製造業、電気機械器具・情報通信機械器具・電子部品・デバイス製造業、輸送用機械器具製造業、
光学機械器具・レンズ・時計・同部品製造業、各種商品小売業、及び自動車小売業については、別途産業別
最低賃金が適用されます。

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話０４８‐６００‐６２０５）または最寄の労働基準監督署へお問合わせください。

埼埼埼玉玉玉県県県ののの最最最低低低賃賃賃金金金ののの改改改正正正
10月17日以降、722円

２０

７２２円

２０円
２．８５％

１９

７０２円

１５円
２．１８％

１８

６８７円

５円
０．７３％

１７

６８２円

３円
０．４４％

１６

６７９円

１円
０．１５％

年 度

最低賃金
時間額

引 上 額
引 上 率

引上額

時間額

１１

１４

１１

７

１１

８

８

１２

９

９

８

１０

８

８

９

１６

最低賃金額

時間額

６６９

６８３

６６８

６３２

６５１

６３１

６３０

６７５

６２８

６２８

６２８

６３０

６２７

６２７

６２７

７０３

都道府県名

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄

全 国 平 均

引上額

時間額

１１

１１

１１

１１

１１

１４

１７

１２

１４

１７

１７

１５

１１

１１

８

８

最低賃金額

時間額

６７３

６７０

６７６

６８０

６９６

７１１

７３１

７０１

６９１

７１７

７４８

７１２

６７８

６７３

６２９

６２９

都道府県名

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

引上額

時間額

１３

１１

９

１４

１１

９

１２

１１

１２

１１

２０

１７

２７

３０

１２

１１

最低賃金額

時間額

６６７

６３０

６２８

６５３

６２９

６２９

６４１

６７６

６８３

６７５

７２２

７２３

７６６

７６６

６６９

６７７

都道府県名

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

平成２０年度地域別最低賃金額（時間額）の状況（平成２０年９月５日現在）

過去５年間の最低賃金額の状況

― ６ ―



平
成
二
〇
年
度
の
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
の

改
正
審
議
が
終
了
、
時
間
額
で
二
〇
円
引
き

上
げ
し
、
一
〇
月
一
七
日
以
降
七
二
二
円
と

な
る
予
定
で
す
。

今
年
の
埼
玉
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、

八
月
六
日
に
厚
生
労
働
省
の
中
央
最
低
賃
金

審
議
会（
会
長
�
今
野
浩
一
郎
・
学
習
院
大
学

教
授
）か
ら
提
示
さ
れ
た「
平
成
二
〇
年
度
地

域
別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ
い
て
」

の
答
申
を
参
考
に
し
つ
つ
、
関
係
労
使
の
意

見
、
産
業
の
動
向
や
賃
金
実
態
調
査
に
加
え
、

本
年
七
月
に
改
正
さ
れ
た
「
最
低
賃
金
法
の

一
部
改
正
」
や
成
長
力
底
上
げ
戦
略
円
卓
会

議（
注
）に
お
け
る
議
論
、
更
に
生
活
保
護
と

の
整
合
性
な
ど
大
き
な
要
素
を
総
合
的
に
捉

え
、
改
正
審
議
が
慎
重
に
進
め
ら
れ
た
。

�
平
成
二
〇
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定

の
目
安
に
つ
い
て

答
申
は
、
今
年
度
の
目
安
に
つ
い
て
、
そ

の
金
額
に
関
し
労
使
の
意
見
の
隔
た
り
が
大

き
く
、
意
見
の
一
致
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ

た
た
め
、
昨
年
同
様
目
安
に
関
す
る
公
益
委

員
見
解
を
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
提
示
す

る
と
い
う
も
の
。
公
益
委
員
見
解
に
お
け
る

今
年
度
の
目
安
額
は
、
六
月
三
〇
日
の
諮
問

に
際
し
、「
現
下
の
最
低
賃
金
を
取
り
巻
く

状
況
や
、
本
年
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
加
え
て
、
成
長
力

底
上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議
に
お
け
る
賃
金

の
底
上
げ
に
関
す
る
議
論
に
も
配
意
し
た
」

調
査
審
議
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
特
段
の
配

慮
を
し
た
答
申
内
容
と
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
Ａ
ラ
ン
ク
一
五
円
、
Ｂ
ラ

ン
ク
一
一
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
一
〇
円
、
Ｄ
ラ
ン

ク
七
円
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
最
低
賃
金
改

正
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
一
定
の
前
提
の
下

に
最
低
賃
金
額
と
生
活
保
護
と
を
比
較
し
た

結
果
、
最
低
賃
金
額
が
生
活
保
護
を
下
回
る

一
二
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
解
消

す
る
た
め
の
期
間
（
年
数
）
で
生
活
保
護
と

の
乖
離
額
（
表
１
）
を
除
し
て
得
た
額
と
ラ

ン
ク
ご
と
の
引
き
上
げ
額
と
を
比
較
し
て
大

き
い
方
の
額
を
目
安
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
生
活
保
護
と
の
乖
離
額
を
解
消
す

る
た
め
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
公
益
委
員
見

解
で
示
さ
れ
た
考
え
方
に
基
づ
い
て
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
が
定
め
、
今
年
度
の
具
体
的

な
引
き
上
げ
額
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
厚
労
省
が
一
定
の
前
提
を
置
い
た
場

合
の
試
算
に
よ
る
と
、
引
き
上
げ
額
の
全
国

加
重
平
均
は
一
五
円
と
な
る
。

目
安
答
申
に
あ
た
っ
て
は
、「
目
安
に
関

す
る
小
委
員
会
」
に
お
い
て
徹
夜
審
議
を
含

む
四
回
に
わ
た
る
審
議
を
行
っ
た
。
審
議
に

お
い
て
使
用
者
側
委
員
は
、
景
気
の
現
状
は

一
年
前
と
は
全
く
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
お

り
、
日
本
経
済
全
体
と
し
て
は
踊
り
場
局
面

に
あ
る
が
、
原
燃
料
の
高
騰
等
に
よ
り
、
企

業
業
績
は
減
益
、
景
況
感
も
悪
化
、
倒
産
件

数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
も
、
足

下
の
景
気
は
全
体
と
し
て
減
速
し
て
お
り
、

有
効
求
人
倍
率
や
失
業
率
に
つ
い
て
も
、
地

域
間
で
相
違
が
み
ら
れ
る
と
も
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
際
の
決

定
基
準
の
一
つ
で
あ
る「
労
働
者
の
生
計
費
」

を
考
慮
す
る
に
あ
た
っ
て
、
生
活
保
護
に
係

る
施
策
と
の
整
合
性
に
配
慮
す
る
こ
と
が
法

律
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
、
加
え
て
、
諮
問
の

際
に
求
め
ら
れ
た
「
成
長
底
上
げ
戦
略
推
進

円
卓
会
議
に
お
け
る
賃
金
の
底
上
げ
に
関
す

る
議
論
」
へ
の
配
意
に
つ
い
て
真
摯
に
受
け

止
め
て
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

経
済
の
状
況
は
全
体
と
し
て
厳
し
く
、
特
に
、

わ
が
国
企
業
数
の
九
九
・
七
％
を
占
め
、
労

働
者
の
七
割
を
雇
用
し
て
い
る
中
小
・
零
細

企
業
は
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
、
地
域
間
の
ば
ら
つ
き
も
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
企
業
の
存
続
や
雇
用
に
及
ぼ
す

影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
大

幅
な
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
行
え
る
状
況

に
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

�
埼
玉
県
の
地
域
別
最
低
賃
金

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
か
ら
提
示
さ
れ
た

目
安
に
関
す
る
公
益
委
員
見
解
を
参
考
に
し

つ
つ
も
、
使
用
者
側
は
原
燃
料
の
高
騰
等
に

よ
り
地
域
の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
・
実
際
の
賃
金
改
定
状
況
や
今
後
の
経
済

見
通
し
な
ど
の
厳
し
さ
を
強
調
し
つ
つ
、
総

合
的
な
審
議
を
繰
り
広
げ
た
が
、
労
使
双
方

の
見
解
は
一
致
せ
ず
、
最
終
的
に
は
、
公
益

見
解
と
し
て
生
活
保
護
と
の
整
合
性
を
図
る

観
点
か
ら
二
〇
円
引
き
上
げ
が
提
示
さ
れ
た
。

こ
れ
は
生
活
保
護
と
比
較
し
た
乖
離
額
四
一

円
を
、
当
面
二
年
程
度
で
解
消
す
る
と
い
う

も
の
。
本
案
に
対
し
、
使
用
者
側
は
慎
重
か

つ
総
合
的
に
判
断
し
、
最
終
的
に
は
賛
成
、

七
二
二
円
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

（
注
）成
長
力
底
上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議
�
内

閣
官
房
長
官
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
閣
僚
、

有
識
者
、
労
使
で
構
成
。
六
月
二
〇
日
の

第
六
回
会
合
に
お
い
て
中
小
企
業
の
生
産

性
向
上
、
お
よ
び
最
低
賃
金
の
中
長
期
的

な
引
き
上
げ
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

埼埼
玉玉
県県
のの
地地
域域
別別
最最
低低
賃賃
金金
がが
決決
定定

諸
般
の
要
素
を
総
合
的
に
検
討

（表１）
残された
乖離額

�（＝Ａ－Ｂ）

５３円
１１円
２０円
９円
４１円
１６円
８０円
８９円
３３円
３４円
２２円
２２円

平成１９年度地
域別最低賃金
引き上げ額�

１０円
９円
１１円
８円
１５円
１９円
２０円
１９円
１４円
１９円
１４円
１５円

平成１８年度デ
ータに基づく
乖離額�

６３円
２０円
３１円
１７円
５６円
３５円
１００円
１０８円
４７円
５３円
３６円
３７円

都道府県

北海道
青 森
宮 城
秋 田
埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
京 都
大 阪
兵 庫
広 島

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所

― ７ ―



日
本
、
そ
し
て
こ
こ
彩

の
国
埼
玉
を
取
り
巻
く
環

境
に
は
極
め
て
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
地
球
環
境
問

題
を
は
じ
め
と
し
て
原
燃

料
や
食
料
価
格
の
高
騰
、

更
に
は
少
子
・
高
齢
化
の

進
展
や
社
会
保
障
制
度
問
題
な
ど
夥
し
い
数

の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
し
て
国
や
県
、
そ
し
て
我
々
産
業
界

も
決
し
て
手
を
拱
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く

考
え
う
る
限
り
の
手
立
て
を
し
現
状
の
打
開

に
努
め
て
き
た
が
残
念
な
が
ら
出
口
が
未
だ

に
見
え
な
い
状
態
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
経
営
者
が
日
頃

発
す
る
言
葉
に
は
厳
し
い
試
練
に
立
ち
向
う

も
の
や
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
も

の
が
あ
り
誠
に
興
味
深
い
。

そ
こ
で
今
回
の
視
点
で
は
私
が
最
近
お
会

い
し
た
経
営
者
の
話
や
、前
職（
銀
行
勤
務
）

時
代
に
見
聞
き
し
た
話
を
紹
介
し
、
今
尚
押

し
寄
せ
る
試
練
を
踏
破
す
る
一
助
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
念
じ
て
い
る
。

〈
負
と
�
〉

け
い
が
ん

早
速
経
営
者
の
慧
眼
の
名
言
を
お
伝
え
し

た
い
。
此
の
夏
、
と
あ
る
会
合
で
県
内
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
の
経
営
者
に
お
会
い
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
建
築
資
材
の
高
騰
や
、
偽
装
事
件

を
機
と
し
て
改
正
さ
れ
た
建
築
基
準
法
の
影

響
、
更
に
は
公
共
工
事
の
減
少
を
受
け
業
界

全
体
に
沈
滞
ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い
る
と
話
さ

れ
た
後
、
こ
の
経
営
者
は
不
振
原
因
を
単
に

外
部
に
求
め
る
だ
け
で
は
何
等
問
題
の
解
決

に
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
業
界
自
身
が
今
一

度
建
築
業
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
自
問
自
答

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
問
題
提
起
し
た
。
氏

に
よ
れ
ば
建
築
業
は
依
頼
主
の
発
注
を
キ
チ

ン
と
積
算
し
て
請
け
負
う
、
ま
さ
に
請
負
い

業
だ
が
昨
今
の
経
済
情
況
か
ら
最
近
は
契
約

う

ま

時
点
で
不
採
算
と
な
る
請
け
負
け
状
態
の
ケ

ー
ス
が
あ
る
と
云
う
。
そ
し
て
負
け
て
い
る

原
因
が
「
請
負
」
と
云
う
文
字
そ
の
も
の
に

あ
る
と
所
在
を
示
し
た
。
請
負
の
負
は
、
勝

ち
負
け
の
負
け
を
示
す
字
で
あ
り
契
約
の
時

点
で
既
に
請
け
負
け
て
い
る
と
嘆
く
の
で
あ

る
。
こ
の
時
私
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
付

き
纏
う
漢
字
を
何
故
敢
え
て
用
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
と
訝
っ
た
が
、
氏
は
そ
ん
な
私
を

見
透
す
よ
う
に
昔
は
負
と
云
う
字
で
は
な
く
、

「
�
」
だ
っ
た
と
云
う
の
だ
。
浅
学
非
才
の

私
に
は
漢
字
の
ル
ー
ツ
は
分
か
ら
な
い
が
、

そ
の
�
は
「
刀
」
と
「
貝
」
が
合
わ
さ
っ
た

文
字
で
「
刀
」
は
カ
タ
ナ
、
貝
は
財
産
を
示

カ
タ
ナ

す
こ
と
か
ら
請
け
お
っ
た
業
者
は
刀
に
懸
け

て
も
、
発
注
者
の
財
産
を
守
り
抜
く
固
い
意

志
と
気
概
を
発
注
者
に
示
し
た
も
の
だ
と

「
�
」
の
謂
れ
を
話
し
た
。

話
を
聞
く
う
ち
に
建
築
基
準
法
改
正
の
原

因
と
な
っ
た
建
築
士
は
じ
め
関
係
者
が
事
前

に
こ
の
「
�
」
の
字
に
出
会
っ
て
い
た
な
ら

ば
今
回
の
よ
う
な
不
祥
事
は
起
き
な
か
っ
た

の
で
は
と
思
っ
た
。
ま
た
氏
は
同
時
に
沈
み

�

�

が
ち
な
業
界
・
企
業
に
請
�
の
原
点
を
伝
え
、

奮
起
を
促
す
エ
ー
ル
を
送
っ
た
の
で
は
と
思

っ
て
い
る
。

〈
健
土

健
民
〉

雪
印
乳
業
の
創
業
者
黒
沢
酉
蔵
氏
は
あ
る

時
国
家
と
国
民
の
在
り
様
と
し
て
健
や
か
な

民
は
健
や
か
な
土
地
の
上
で
育
つ
も
の
だ
か

ら
土
の
尊
さ
、
あ
り
が
た
さ
、
大
切
さ
を
十

分
認
識
す
る
こ
と
だ
と
常
々
健
土
・
健
民
の

重
要
さ
を
説
い
て
い
た
そ
う
だ
。

も
し
こ
の
警
世
の
教
え
が
雪
印
乳
業
に

代
々
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
業
界
屈
指
の
知
名
度

を
誇
っ
た
ス
ノ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
汚
す
不
祥
事

も
起
き
な
か
っ
た
の
で
は
と
改
め
て
企
業
理

念
継
承
の
難
し
さ
と
経
営
者
の
要
諦
を
思
い

知
ら
さ
れ
た
。

〈
上
手
の
手
か
ら
水
が
漏
れ
る
〉

前
出
の
雪
印
の
不
祥
事
は
創
業
理
念
を
亡

失
し
た
こ
と
に
あ
る
が
規
模
が
巨
大
化
し
機

能
不
全
に
陥
っ
た
こ
と
で
発
生
し
た
と
言
え

な
く
も
な
い
。
次
の
二
例
は
企
業
の
規
模
拡

大
に
ま
つ
わ
る
経
営
者
の
話
。

大
協
石
油
と
丸
善
石
油
が
合
併
し
コ
ス
モ

石
油
が
誕
生
し
五
年
が
経
過
し
た
頃
、
同
社

の
中
山
善
郎
社
長
は
大
会
社
と
な
っ
た
こ
と

き
ゆ
う

を
杞
憂
し
「
会
社
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
だ
れ
か
が
手
抜
き
を
し
て
も
分
か
ら
な

く
な
る
。
し
か
し
、
手
抜
き
は
い
づ
れ
必
ず

悪
影
響
が
出
る
。」
と
社
内
の
弛
緩
を
厳
に

戒
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
今
一
話
。
二
十
数
年
前
名
門
三
越

百
貨
店
で
不
祥
事
が
起
き
た
折
、
岡
田
茂
社

長
の
後
を
受
け
社
長
と
な
っ
た
市
原
晃
氏
は

「
小
売
業
の
鉄
則
は
�
商
い
と
始
末
�
の
区

別
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
、

商
売
は
変
化
を
先
取
り
す
る
こ
と
も
必
要
だ

が
、
商
品
管
理
や
、
人
事
管
理
、
そ
し
て
経

理
な
ど
は
常
に
キ
チ
ン
と
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
経
営
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
を
語
っ

て
い
る
。

吉
兆
の
事
件
に
し
て
も
こ
う
し
た
経
営
者

の
話
、
名
言
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
な
ら

発
生
し
な
か
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

事
件
の
背
景
に
は
一
店
舗
が
二
店
舗
、
二
店

の
れ
ん

舗
が
三
店
舗
と
事
業
拡
大
し
、
簾
分
け
が

進
ん
だ
こ
と
で
総
身
に
神
経
が
行
き
渡
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
と
思
う
が
、

発
展
す
る
企
業
に
起
き
が
ち
な
話
で
是
非
他

山
の
石
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
不
祥
事
発
生
企
業
に
あ
っ

て
は
ト
ッ
プ
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た

か
ん

さ
む
ら
い

り
、
諫
言
す
る
侍
が
社
内
に
い
な
か
っ
た
の

か
と
訝
か
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
企
業
社
会

に
あ
っ
て
こ
う
し
た
ト
ッ
プ
の
言
動
を
戒
め

に
く
い
の
は
、
会
社
の
た
め
な
ら
法
を
踏
み

外
し
て
も
と
す
る
「
滅
死
奉
公
の
考
え
、
つ

ま
り
、�
法
人
社
会
主
義
�
が
あ
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
」
と
平
成
十
四
年
当
時
社
内

の
不
祥
事
を
受
け
社
長
に
就
任
し
た
相
田
雪

雄
野
村
證
券
社
長
が
語
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
す
が
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
肝
に
命
じ
て
お

き
た
い
名
言
だ
。

〈
無
限
責
任
の
社
長
業
〉

か
ん諫
言
の
士
や
、
戒
し
め
て
く
れ
る
人
物
が

い
な
い
と
な
れ
ば
経
営
者
は
想
像
以
上
に
孤

独
だ
が
ス
ポ
ー
ツ
用
品
最
大
手
美
津
濃
の
社

長
だ
っ
た
水
野
健
次
郎
氏
が
「
オ
ー
ナ
ー
は

い
い
な
と
思
わ
れ
る
が
、
本
当
は
つ
ら
い
。

従
業
員
、
株
主
、
お
客
さ
ん
に
対
し
て
無
限

責
任
を
負
っ
て
い
る
か
ら
。」
と
語
っ
た
こ

と
か
ら
も
経
営
者
は
経
営
者
で
あ
る
限
り
、

無
限
の
責
任
を
負
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
使

命
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
氏
の
言
葉
に
触
れ

た
時
私
は
生
意
気
に
も
思
っ
た
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
経
営
者
と
は
実
に

厳
し
い
立
場
の
も
の
だ
が
、
そ
う
し
た
環
境

に
あ
っ
て
も
現
状
に
少
し
も
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
経
営
革
新
に
邁
進
す
る
経
営
者
が
い
る

こ
と
も
私
達
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う

し
た
経
営
者
の
ひ
と
り
が
衣
料
小
売
業
し
ま

む
ら
会
長
の
藤
原
秀
次
郎
氏
。
氏
は
平
成
十

二
年
の
春
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
躍
進

を
続
け
る
同
社
の
企
業
戦
略
に
つ
い
て
「
従

来
は
商
品
を
集
め
て
く
る
問
屋
と
付
き
合
え

ば
よ
か
っ
た
が
、
今
は
自
身
で
リ
ス
ク
を
は

っ
て
創
る
デ
ザ
イ
ン
力
の
あ
る
問
屋
、
デ
ザ

イ
ン
メ
ー
カ
ー
で
な
け
れ
ば
取
引
す
る
意
味

が
な
い
。」
と
次
な
る
発
展
、
連
続
的
発
展

に
少
し
も
手
を
緩
め
な
い
経
営
哲
学
を
日
経

新
聞
紙
上
で
語
っ
て
い
た
こ
と
を
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
。

〈
経
営
者
の
要
諦
―
真
摯
さ
〉

こ
こ
ま
で
、
時
々
に
発
し
た
経
営
者
の
話
、

名
言
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
私
が
前
職
時
代

に
耳
に
し
た
経
営
者
の
言
葉
で
今
尚
深
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の

創
業
者
に
し
て
オ
ー
ナ
ー
の
伊
藤
雅
俊
氏
の

「
お
客
様
は
来
て
下
さ
ら
な
い
も
の
、
お
取

引
様
は
売
っ
て
下
さ
ら
な
い
も
の
、
銀
行
は

貸
し
て
下
さ
ら
な
い
も
の
、
と
云
う
の
が
商

売
の
基
本
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
番
大

切
な
の
は
信
用
で
あ
り
、
信
用
の
担
保
は
お

金
や
物
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
の
誠
実
さ
、

真
面
目
さ
、
そ
し
て
な
に
よ
り
真
摯
さ
で
あ

る
。」
の
言
葉
。
私
は
こ
の
言
葉
に
出
会
っ

て
以
来
、
い
か
な
る
時
も
経
営
者
、
そ
し
て

リ
ー
ダ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
・
取
る
べ
き
態
度

は
か
く
あ
る
べ
し
と
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
凡
人
の
私
に
は
経
営
の
何
た
る

か
は
分
か
ら
な
い
が
激
動
の
時
代
に
生
き
る

経
営
者
が
発
す
る
一
言
、
話
に
は
企
業
は
も

と
よ
り
県
や
国
を
発
展
さ
せ
る
巨
大
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
潜
ん
で
お
り
こ
の
潜
在
的
な
活
力

の
顕
在
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
会
の
使
命
と

考
え
て
い
る
。

尚
、
前
出
の
各
氏
の
言
葉
は
、
私
が
折
々

に
ノ
ー
ト
に
書
き
と
め
た
も
の
だ
が
正
確
を

欠
く
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
平
に
ご
容
赦
い

た
だ
き
た
い
。

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点

負
と
�専

務
理
事

野
上

武
利
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青
年
経
営
者
部
会
の
第
三
十
六
回
親

睦
ゴ
ル
フ
会
が
、
七
月
二
日
�
霞
ヶ
関

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
東
コ
ー
ス
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

青
年
部
会
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
年
間
二

回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｃ
方
式
に
よ

る
十
八
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で

競
わ
れ
る
。

今
回
は
古
川
元
一
部
会
長
で
の
初
め

て
の
ゴ
ル
フ
会
で
あ
り
、「
良
い
ア
イ

デ
ア
は
歩
き
な
が
ら
沢
山
ひ
ら
め
く
」

と
の
呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
梅
雨
時
季
で
は
あ
っ
た
が
、

晴
天
無
風
の
良
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
。
初

参
加
の
栗
原
志

功
氏
（
も
し
も

ん
・
社
長
）
も
交
え
、
さ
わ
や
か
な
、

楽
し
い
ゴ
ル
フ
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
藤
本
孝
雄
氏
（
フ

ジ
オ
ッ
ク
ス
・
社
長
）
が
優
勝
を
手
中

に
収
め
た
。準
優
勝
は
中
込
秀
明
氏（
富

士
電
子
・
社
長
）、
第
三
位
と
ベ
ス
グ

ロ
は
矢
部
利
人
氏（
丸
和
工
業
・
社
長
）

で
あ
っ
た
。

表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
は
、
古
川
部
会

長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
参
加

メ
ン
バ
ー
全
員
が
本
日
の
ゴ
ル
フ
、
近

況
等
を
語
っ
た
。
そ
の
後
、
和
気
藹
々

と
し
た
懇
親
会
が
進
み
、
会
員
相
互
の

啓
発
・
交
流
は
、
一
層
深
め
ら
れ
た
。

藤
本
孝
雄
氏（
フ
ジ
オ
ッ

ク
ス
社
長

）が
優
勝

青
年
経
営

者

部

会

第
３６
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

ス
タ
ー
ト
前
の
記
念
撮
影

優
勝
し
た
藤
本
孝
雄
社
長
と
古
川
元
一
部
会
長

― ９ ―
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第
三
十
六
回
と
な
る
本
会
主
催
の
埼
玉

県
実
業
団
剣
道
大
会
（
財
団
法
人
埼
玉
県

剣
道
連
盟
・
株
式
会
社
埼
玉
新
聞
社
・
株

式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉
後
援
、
埼
玉
県
剣
道

連
盟
北
本
支
部
主
管
）
を
七
月
六
日
�
、

北
本
市
の
解
脱
錬
心
舘
で
開
催
さ
れ
、
個

人
戦
三
部
門
お
よ
び
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
当
会
会
員
企
業
の
体
育
文

化
活
動
を
支
援
す
る
行
事
と
し
て
昭
和
四

十
五
年
に
「
埼
玉
県
経
営
者
協
会
剣
道
大

会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
三
十

六
回
目
を
迎
え
、
現
在
で
は
、「
埼
玉
県

実
業
団
剣
道

大
会
」
と
い

う
名
称
で
定

着
し
、
関
係

者
も
含
め
、
毎
年
二
百
名
以
上
が
参
加
す

る
大
会
と
な
っ
た
。

会
は
大
会
副
委
員
長
の
本
会
三
国
常
務

理
事
事
務
局
長
が
開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
、

優
勝
旗
・
優
勝
杯
返
還
後
、
本
会
森
谷
文

昭
副
会
長
が
主
催
者
挨
拶
、
森
谷
副
会
長

は
、「
産
業
人
材
の
育
成
は
企
業
に
と
っ

て
も
不
変
の
テ
ー
マ
、
こ
の
人
づ
く
り
と

い
う
面
か
ら
も
、
剣
道
は
、
文
武
両
道
を

も
っ
て
人
間
形
成
に
結
び
付
け
る
代
表
的

な
ス
ポ
ー
ツ
。
礼
節
を
重
ん
じ
る
剣
道
の

理
念
を
元
に
日
頃
の
心
身
の
鍛
錬
を
本
日

の
試
合
で
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

参
加
選
手
を
激
励
し
、
そ
の
後
、
日
本
剣

道
形
の
演
武
に
引
き
続
き
試
合
が
開
始
さ

れ
た
。

個
人
戦
女
子
の
部
は
、
昨
年
の
倍
増
以

上
の
参
加
と
な
り
、
大
会
全
体
を
華
や
か

な
雰
囲
気
に
し
た
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
準

決
勝
に
残
っ
た
の
は
全
て
大
塚
家
具
で
、

同
門
同
士
で
の
決
勝
戦
を
制
し
、
優
勝
し

た
の
は
岩
堀
忍
（
大
塚
家
具
）、
本
大
会

に
は
初
出
場
で
初
優
勝
と
な
っ
た
。

三
段
以
下
の
部
で
は
、
井
上
賢
一
（
栄

光
武
道
具
）
が
決
勝
で
布
川
諒
弘
（
中
村

産
業
）
を
破
り
初
優
勝
、
井
上
は
団
体
戦

準
優
勝
メ
ン
バ
ー
の
中
堅
と
し
て
も
活
躍

し
た
。

ま
た
、
四
十
八
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
今

年
も
激
戦
と
な
っ
た
四
段
以
上
の
部
で
は
、

伊
田
テ
ク
ノ
ス
が
上
位
を
独
占
し
、
内
田

祐
司
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）
が
個
人
戦
で
は

初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。
内
田
は
、
団
体

戦
で
優
勝
し
た
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム

の
先
鋒
で
、
個
人
と
団
体
の
二
冠
に
輝
い

た
。団

体
戦
で
は
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム

が
決
勝
で
栄
光
武
道
具
を
下
し
、
三
連
覇

を
達
成
し
た
。
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
は
準
決

勝
で
日
本
通
運
Ｃ
を
代
表
決
定
戦
に
よ
る

僅
差
で
破
る
な
ど
、
本
大
会
で
は
苦
戦
し

な
が
ら
も
決
勝
に
進
み
、
決
勝
で
は
本
来

の
実
力
を
発
揮
し
見
事
Ｖ
３
と
な
っ
た
。

ま
た
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
は
九
月
の
全
日
本

実
業
団
大
会
で
も
上
位
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
は
、
関

東
や
全
国
で
も
活
躍
し
て
い
る
選
手
が
参

加
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
に
成
長
し
た

が
、
女
性
も
含
め
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
大
会
と
し
て
引
き
続
き
門
戸
を
広
げ

て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
こ
の
大
会
で
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た

い
。当

日
は
、
埼
玉
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
埼
玉

の
報
道
記
者
の
方
も
取
材
に
訪
れ
、
大
会

の
模
様
は
埼
玉
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
と
と

も
に
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
「
埼
玉
ビ
ジ
ネ
ス

ウ
ォ
ッ
チ
」
の
中
で
も
放
映
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
毎
年
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

県
剣
道
連
盟
、
同
北
本
支
部
、
同
鴻
巣
支

部
、
解
脱
錬
心
舘
、
埼
玉
新
聞
社
、
テ
レ

ビ
埼
玉
、
そ
し
て
、
別
掲
の
広
告
掲
載
企

業
、
賛
助
企
業
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
紙

面
を
お
借
り
し
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

日本剣道形

森谷文昭副会長挨拶

第第
３３６６
回回
埼埼
玉玉
県県
実実
業業
団団
剣剣
道道
大大
会会
開開
催催

伊
田
テ
ク
ノ
ス
、団
体
三
連
覇

個
人
は
岩
堀
、井
上
、内
田
が
優
勝

第３６回埼玉県実業団剣道大会
広告掲載企業および賛助企業

広告掲載企業

伊田テクノス�
東和産業�
武州ガス�
�埼玉りそな銀行
東日本電信電話�埼玉支店
栄光武道具
東京電力�埼玉支店
日産ディーゼル工業�
丸和工業�

賛 助 企 業

三国コカ・コーラボトリング�
�埼玉県剣道連盟
�埼玉新聞社
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監督含む

第３６回埼玉県実業団
剣道大会入賞者

個人戦
〈女子の部〉

準決勝 岩堀 コメ― 山口
準決勝 中村 メ ― 阿部
決 勝 岩堀 メ ― 中村

優 勝 岩堀 忍（大塚家具）
準優勝 中村美紀（大塚家具）
三 位 山口理奈（大塚家具）
三 位 阿部珠理（大塚家具）

〈三段以下の部〉
準決勝 井上 メメ― 石森
準決勝 布川 コ ― 白水
決 勝 井上 ドメ― 布川

優 勝 井上賢一（栄光武道具）
準優勝 布川諒弘（中村産業）
三 位 石森誠一（多賀製作所）
三 位 白水健太（大正製薬）

〈四段以上の部〉
準決勝 内田 反 ― 関口
準決勝 池西 ココ― 栄花
決 勝 内田 コメ―メ 池西

優 勝 内田祐司（伊田テクノス）
準優勝 池西無我（伊田テクノス）
三 位 関口大輔（伊田テクノス）
三 位 栄花友彦（伊田テクノス）

団体戦
準決勝
伊田テクノスＡ １―１ 日本通運Ｃ

（代表勝ち）
準決勝
栄光武道具 ２―０ 日本通運Ａ

決 勝
伊田テクノスＡ ３―０ 栄光武道具
先鋒 内田 メメ―メ 安藤
中堅 田口 ド ― 井上
大将 橋本 メメ―コ 間所

優 勝 伊田テクノスＡ
準優勝 栄光武道具
三 位 日本通運Ｃ
三 位 日本通運Ａ

第３６回埼玉県実業団剣道大会参加状況（５０音順）
合計
参加人数

６

１５

５

７

１５

５

８

９

１

２

７

６

１２

１８

４

３

７

９

３

１４２

団 体 戦

団体のみ

１

７

２

１

８

１

５

１

１

３

２

７

１

２

４２

チーム数

１

３

１

２

２

１

２

２

２

１

３

３

１

２

２

１

２９

個 人 戦

計

５

８

３

６

７

４

３

８

１

２

６

３

１０

１１

４

３

６

７

３

１００

女子

１

７

１

２

１

１

１

１４

四段以上

１

８

１

５

３

２

２

３

１

５

９

２

３

１

１

４７

三段以下

４

１

１

１

４

１

２

３

２

４

２

４

１

３

５

１

３９

会 社 名

� 石 川 工 機

伊 田 テ ク ノ ス �
栄 光 武 道 具

NTT東日本ー埼玉

� 大 塚 家 具

グ ロ ー リ ー �
�ジャパンエナジー
大 正 製 薬 �
� 多 賀 製 作 所

� 高 脇 基 礎 工 事
東 京 電 力 �
� 中 村 産 業

日産ディーゼル工業�
日 本 通 運 �
日 本 電 波 工 業 �
日本ヒューレット・パッカード�
パ イ オ ニ ア �
東日本旅客鉄道�
�本田技術研究所
合 計

�

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

女
子
の
部
決
勝
戦

四
段
以
上
の
部

優
勝

伊
田
テ
ク
ノ
ス
・
内
田
祐
司

団
体
の
部

優
勝

伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ

試
合
前
の
国
歌
斉
唱

三
段
以
下
の
部

優
勝

栄
光
武
道
具
・
井
上
賢
一

女
子
の
部

優
勝

大
塚
家
具
・
岩
堀
忍

―１１―
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「
実
家
は
印
刷
や
包
装
関
係
の
事

業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
五
人
兄
弟

の
末
っ
子
で
す
が
、
事
業
と
い
っ
て

も
昔
風
の
家
業
で
、
そ
の
人
間
関
係

は
複
雑
で
し
た
。
で
す
か
ら
子
供
の

頃
か
ら
漠
然
と
で
す
が
、
い
ず
れ
自

分
は
企
業
を
設
立
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
」
と
語
る
中
山
武
司
社
長
（
写

真
）。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
当
時
は
挫
折

も
味
わ
っ
た
が
、
直
前
で
は
係
長
、

課
長
、
所
長
と
毎
年
昇
進
し
た
。
一

区
切
り
つ
い
た
の
で
夢
を
実
現
さ
せ

る
の
は
今
と
考
え
三
五
歳
の
時
、
鈴

木
自
動
車
工
業
の
退
職
を
決
意
し
た

と
言
う
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

会
場
を
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を

我
が
国
で
初
め
て
開
発
す
る
な
ど
最

先
端
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
今
で
は
、

「
柏
・
関
西
・
九
州
」
三
つ
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
会
場
で
、
二
輪
車
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
市
場
の
シ
ェ
ア
ー
四
割
を
誇

る
ト
ッ
プ
企
業
。
こ
れ
を
キ
ー
プ
す

る
ベ
ー
ス
が
、
車
両
の
検
査
能
力
で

あ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
も
取
得
し
た
。
勿
論
、

社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
は
教
育
を

惜
し
ま
な
い
。

「
社
員
は
ス
タ
ッ
フ
と
ス
タ
ッ
フ

サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ん
で
ま
す
が
、
す

べ
て
社
員
。
働
く
時
間
の
自
由
度
は

異
な
り
ま
す
が
、
全
員
に
賞
与
を
支

給
し
、
有
給
休
暇
も
あ
る
。
人
材
が

す
べ
て
で
あ
り
、
人
事
考
課
や
業
績

考
課
制
度
の
改
定
を
重
ね
、
や
っ
と

シ
ン
プ
ル
化
で
き
た
」。
ま
さ
に
、

フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
企
業
。

社
員
の
面
接
も
自
ら
行
い
、
若
い
人

が
何
を
考
え
て
い
る
か
、
ど
う
教
育

す
る
か
を
問
い
続
け
、「
社
員
の
幸

福
」
と
「
お
客
さ
ま
の
満
足
」
そ
し

て
「
会
社
の
繁
栄
」
を
正
三
角
形
に

考
え
る
「
社
員
憲
章
」
や
「
ハ
ッ
ピ

ー
カ
ン
パ
ニ
ー
宣
言
」
を
公
表
し
実

践
す
る
。「
私
が
出
し
た
結
論
は
、

社
員
全
員
が
豊
か
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」。
社
員
と
の
面
接
で
感
じ
取

っ
た
ニ
ー
ズ
の
一
つ
が
社
員
寮
。
一

般
的
に
は
福
利
厚
生
面
の
ウ
エ
イ
ト

を
低
く
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
当
社

で
は
「
社
員
寮
」
を
決
定
、
今
改
装

中
と
言
う
。

「
自
分
の
成
長
以
上
に
人
は
育
た

な
い
。
だ
か
ら
自
分
の
成
長
が
止
ま

っ
た
と
感
じ
た
ら
次
に
託
す
」
が
持

論
。
こ
の
こ
と
は
役
員
に
も
話
し
て

お
り
、
後
継
レ
ー
ス
を
競
わ
せ
、
誰

も
眼
鏡
に
か
な
わ
な
け
れ
ば
外
部
か

ら
招
へ
い
す
る
と
決
め
て
い
る
。
こ

の
厳
し
さ
は
お
子
様
方
に
も
表
れ
て

お
り
、
関
係
す
る
会
社
に
三
人
が
勤

務
し
て
い
る
が
、
社
内
で
は
社
長
の

息
子
と
分
ら
ぬ
よ
う
中
山
姓
を
名
乗

ら
せ
て
い
な
い
。

仕
事
仕
事
で
、
休
日
も
ま
ま
な
ら

な
い
が
、
二
〜
三
年
後
に
は
社
長
を

交
代
し
、
六
五
歳
で
現
役
を
引
退
す

る
と
公
言
。『
そ
の
後
』
の
た
め
の

課
題
は
、「
生
涯
の
趣
味
の
発
掘
と

い
か
に
社
会
貢
献
す
る
か
」。
有
言

実
行
の
中
山
社
長
が
ど
ん
な
結
論
を

探
し
出
す
か
、
し
ば
ら
く
遠
目
よ
り

観
察
し
た
い
と
思
う
。

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｒ

Ｐ
）
の
製
造
・
販
売
を
し
て
い
る

北
関
工
業
株
式
会
社
は
、
鈴
木
嘉

子
代
表
取
締
役
会
長
が
昭
和
四
十

三
年
、
ゼ
ロ
か
ら
起
こ
し
た
企
業

で
あ
る
。

何
故
、
起
業
な
さ
っ
た
の
か
、

と
の
不
躾
な
問
い
に
、
鈴
木
会
長

は
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。「
ベ

ー
ス
は
親
を
助
け
た
い
、
と
の
中

学
生
か
ら
の
気
持
ち
、
全
て
そ
の

延
長
線
上
で
し
ょ
う
か
」
と
。

創
業
・
起
業
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

あ
る
会
社
で
経
理
を
し
て
い
た
が
、

そ
の
会
社
が
倒
産
、
優
秀
な
人
材

で
あ
っ
た
の
で
、
別
会
社
に
ス
カ

ウ
ト
さ
れ
、
そ
こ
が
た
ま
た
ま
強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
製

品
を
製
造
し
て
い
た
。
元
々
、「
何

か
商
売
を
し
た
い
」
と
の
気
持
ち

が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
、
親
会
社

の
幹
部
か
ら
、
大
型
浄
化
槽
を
製

造
し
て
み
な
い
か
と
の
打
診
が
あ

り
、
社
長
が
尻
ご
み
を
し
た
時
、

良
い
き
っ
か
け
と
思
い
、
手
を
挙

げ
た
と
の
こ
と
。
勿
論
、
親
会
社

は
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
そ
れ
か
ら
、
鈴
木
会
長
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
行
動
が

始
ま
り
、
土
地
を
入
谷
に
探
し
、

小
さ
な
工
場
を
作
る
等
々
、
ま
さ

し
く
、「
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
」
と
な
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
無
限
の
可
能
性
を

持
つ
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｒ

Ｐ
）
製
造
を
主
体
に
熱
可
塑
・
イ

ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
よ
り
優

れ
た
製
品
を
顧
客
第
一
で
提
供
し

て
お
り
、
更
に
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
特
徴

で
あ
る
軽
量
化
・
高
強
度
・
耐
蝕

性
・
耐
候
性
・
デ
ザ
イ
ン
性
を
最

大
限
に
生
か
し
、
環
境
に
も
配
慮

し
た
製
品
開
発
に
挑
戦
し
続
け
て

い
る
。

ま
た
、
提
案
型
創
造
企
業
と
し

て
、
設
計
・
型
・
製
品
・
施
工
ま

で
一
貫
し
た
生
産
体
制
で
、
最
高

の
品
質
と
納
期
厳
守
で
絶
大
な
信

頼
を
得
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
埼
玉
博
覧
会
、

横
浜
博
覧
会
で
走
行
し
た
リ
ニ
ア

モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
ボ
デ
ィ
と
内
装

品
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

の
客
船
、
火
山
等
の
擬
岩
、
さ
ら

に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
医
療
機
器
、
大

型
船
舶
の
超
伝
導
モ
ー
タ
ー
部
を

最
先
端
の
技
術
で
製
造
を
始
め
た
。

そ
し
て
、
鈴
木
会
長
の
ア
イ
デ
ィ

ア
は
、
大
型
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
ペ

ッ
ト
の
お
墓
や
シ
ン
ク
、
竹
垣
等

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
製
品
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
ま
た
、
会
長
は
一
級
技

能
士
と
し
て
、
毎
年
茨
城
工
場
を

開
放
し
、
技
能
検
定
を
行
い
後
進

の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

取
材
に
同
席
い
た
だ
い
た
二
代

目
の
星
社
長
は
プ
ロ
パ
ー
社
員
か

ら
の
登
用
。「
こ
の
よ
う
な
事
も

社
員
全
員
の
や
る
気
を
引
き
出
す

会
長
の
人
事
の
一
つ
」
と
星
社
長

は
語
る
。

最
後
に
、
当
会
の
申
込
書
に
あ

る
教
育
担
当
者
欄
に
鈴
木
会
長
と

あ
る
の
は
、
と
の
問
い
に
、「
数

あ
る
仕
事
の
う
ち
、
社
員
教
育
は

最
も
重
要
な
こ
と
、
私
自
身
が
行

う
の
は
当
然
」
と
明
確
。
星
社
長

に
続
く
三
代
目
の
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
べ
く
、
今
日
も
「
会
長
の
教

育
的
指
導
」
は
ま
す
ま
す
冴
え
を

見
せ
る
。

なな話話題題 中中 南南 西西 北北

中
部
�
ビ
ー
デ
ィ
ー
エ
ス

最
先
端
シ
ス
テ
ム
構
築
し
、
二
輪
車

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
市
場
で
ト
ッ
プ
企
業

DATA
会 社 名：�ビーディーエス
設 立：１９８３年４月
事業内容：全国の会員店を対象とした、二輪車

オークション、中古OA機器オー
クションの開催。オークションシス
テムの運営。二輪車販売店向け情報
誌・インターネットを利用した映像・
ラジオ番組の放送等。

住 所：�いたま市浦和区岸町７‐１‐２２
電 話：０４８‐８３４‐６１２１
資 本 金：９，４７５万円
従 業 員：１６０人

南
部

北
関
工
業
�

提
案
型
創
造
企
業
と
し
て
最
高

の
品
質
と
納
期
厳
守
で
信
頼
を

DATA
会 社 名：北関工業�
本 社：草加市新里町１０８２
工 場：茨城県笠間市鯉淵６１６９
代 表 者：代表取締役会長 鈴木嘉子
設 立：昭和４３年
事業内容：強化プラスチック（FRP）成形

品製造・販売
資 本 金：６，０００万円
電 話：０４８‐９２７‐４３９８
http : //www.hokkan-kogyo.co.jp/

中山武司社長

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場「
柏
の
杜
」

鈴
木
会
長
と
星
社
長

―１２―
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ウ
チ
ノ
看
板
�
は
昭
和
４８
年
、

所
沢
市
で
創
業
。
６０
年
に
は
株
式

会
社
に
商
号
変
更
、
平
成
１２
年
西

日
本
の
拠
点
と
し
て
ウ
チ
ノ
看
板

関
西
�
を
設
立
。
平
成
１４
年
に
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得
、
工

場
移
転
・
新
設
な
ど
を
行
っ
た
の

ち
、
一
昨
年
の
１８
年
９
月
に
現
在

地
の
所
沢
市
三
ヶ
島
に
本
社
を
新

築
し
、
業
容
の
拡
大
・
発
展
を
は

か
っ
て
い
る
。

看
板
は
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
動
の
中
に
あ
り
、
営
業
戦
略

の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
「
会
社
」
の
顔
で
も
あ
り
、

地
域
社
会
に
お
い
て
は
街
中
の
目

標
物
と
し
て
「
道
し
る
べ
」
的
な

役
割
を
果
た
す
意
味
も
大
き
く
、

町
並
み
と
調
和
す
る
も
の
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
同
社
は
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
心
掛

け
、
総
合
サ
イ
ン
企
業
と
し
て
地

域
経
済
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
し
て

い
る
。

内
容
は
大
型
ネ
オ
ン
広
告
を
主

力
に
大
手
上
場
企
業
関
係
に
豊
富

な
納
入
実
績
を
持
ち
、
営
業
エ
リ

ア
は
全
国
規
模
で
対
応
し
て
い
る
。

屋
外
広
告
士
を
は
じ
め
多
く
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
し
て
い
る
。

創
業
者
は
現
社
長
の
内
野
正
幸

氏
で
、
五
年
ば
か
り
の
住
込
修
業

生
活
を
経
て
同
社
を
創
業
、
以
来

四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
看
板
全
般

の
製
作
・
施
工
に
携
わ
っ
て
い
る
。

最
初
は
下
請
け
的
な
仕
事
が
中
心

だ
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
ユ

ー
ザ
ー
か
ら
の
直
接
受
注
、
直
接

施
工
方
式
に
切
り
替
え
、
こ
れ
が

成
功
。
�
機
動
力
を
駆
使
し
て
、

�
施
工
方
式
も
独
自
の
管
理
と
し
、

�
よ
り
安
価
で
短
納
期
の
徹
底
を

実
践
し
て
い
る
。
技
術
的
に
は
デ

ザ
イ
ン
を
行
い
、
シ
ー
ト
を
貼
り

つ
け
る
方
式
が
主
力
。
夏
・
冬
の

温
度
差
、
天
気
、
施
工
場
所
な
ど

に
よ
る
材
料
の
特
性
の
見
極
め
な

ど
を
社
内
研
究
し
つ
つ
、
多
様
な

形
状
、
色
彩
、
デ
ザ
イ
ン
、
電
気

関
係
設
備
、
高
所
工
事
な
ど
あ
ら

ゆ
る
要
望
に
対
応
し
て
い
る
。

内
野
社
長
は
「
メ
ー
カ
ー
責
任

と
し
て
安
心
し
て
ご
注
文
頂
け
る

よ
う
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
充
実
さ

せ
つ
つ
、
省
エ
ネ
は
も
ち
ろ
ん
、

環
境
問
題
や
街
に
あ
っ
た
景
観
に

配
慮
し
、
常
に
将
来
を
見
据
え
、

看
板
の
企
画
・
設
計
・
施
工
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
独
自
の
一
貫
シ
ス

テ
ム
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、

優
秀
な
人
材
を
育
て
、
一
層
研
究

部
門
を
充
実
さ
せ
て
、更
な
る『
信

用
と
技
術
力
』
を
身
に
つ
け
、
顧

客
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
貢
献
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
た
。

最
近
で
は
某
信
用
会
社
か
ら
も

地
域
の
優
良
企
業
と
の
折
り
紙
も

つ
き
、
テ
レ
ビ
東
京
か
ら
の
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
も
流
し
て
い
る
。

清
酒
「
秩
父
錦
」
を
飾
っ
て
あ

る
書
棚
の
前
で
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑

む
の
は
矢
尾
家
八
代
目
当
主
の
矢

尾
直
秀
社
長
（
写
真
）。「
当
社
の

秩
父
錦
が
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
七

年
連
続
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

よ
」
と
嬉
し
そ
う
に
語
ら
れ
た
。

毎
年
一
、
〇
〇
〇
銘
柄
を
超
え
る

出
品
の
中
で
、
七
年
連
続
の
金
賞

受
賞
は
至
難
の
業
、
全
国
で
も
七

年
以
上
連
続
受
賞
し
て
い
る
の
は

六
銘
柄
だ
け
だ
と
い
う
。

矢
尾
百
貨
店
（
矢
尾
グ
ル
ー

プ
）は
寛
延
二
年（
一
七
四
九
年
）

に
初
代
矢
尾
喜
兵
衛
氏
が
、
秩
父

の
地
に
酒
造
業
を
興
し
て
か
ら
創

業
二
百
六
十
年
を
迎
え
た
。

矢
尾
家
は
現
在
の
滋
賀
県
日
野

町
か
ら
天
秤
棒
を
か
つ
い
で
全
国

を
行
商
し
て
歩
い
た
近
江
商
人
の

流
れ
を
く
む
。
近
江
商
人
の
経
営

理
念
と
し
て
有
名
な
の
は
「
売
り

手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ

し
」
の
『
三
方
よ
し
』。
商
人
哲

学
と
し
て
、
社
会
的
責
任
を
重
視

す
る
考
え
方
「
三
方
よ
し
」
の
精

神
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的

責
任
）
に
も
通
じ
て
い
る
。「
世

間
よ
し
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
、

近
江
か
ら
出
て
き
て
他
国
で
の
商

売
だ
っ
た
故
に
地
元
の
商
人
以
上

に
、
地
域
社
会
に
気
を
く
ば
り
地

域
貢
献
活
動
に
注
力
し
た
。
そ
の

「
世
間
よ
し
」
の
姿
勢
が
地
域
住

民
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

二
百
六
十
年
の
歴
史
を
も
つ
矢

尾
グ
ル
ー
プ
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
地

域
密
着
」と「
お
客
様
第
一
主
義
」

に
徹
す
る
こ
と
。
地
域
唯
一
の
百

貨
店
（
秩
父
店
）
を
中
心
に
、
大

型
家
電
専
門
店
や
家
具
・
イ
ン
テ

リ
ア
館
、
カ
ル
チ
ャ
ー
館
を
擁
し
、

他
に
も
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
�
矢
尾

本
店
と
冠
婚
葬
祭
を
営
む
�
メ
モ

リ
ア
ル
秩
父
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

グ
ル
ー
プ
の
原
点
で
あ
る
酒
造

部
門
矢
尾
本
店
の
「
酒
づ
く
り
の

森
」（
写
真
）
は
、
地
酒
秩
父
錦

の
醸
造
工
場
に
酒
蔵
資
料
館
、
物

産
館
を
併
設
し
た
観
光
酒
蔵
。
酒

造
り
の
歴
史
と
最
新
鋭
の
醸
造
設

備
を
有
す
る
醸
造
工
場
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
、
秩
父
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。矢

尾
社
長
に
今
後
の
展
開
は
？

と
お
尋
ね
す
る
と
、「
信
頼
感
に

満
ち
た
よ
り
質
の
高
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
お
応
え
す
る
店
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
今
後
も
秩
父
に
密
着

し
、
地
域
の
方
に
満
足
と
感
動
を

与
え
、
地
域
の
発
展
と
生
活
文
化

の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語
ら
れ
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
会 社 名：�矢尾百貨店（矢尾グループ）
創 業：寛延２年（１７４９年）
本 社：秩父市上町１‐５‐９
電 話：０４９４‐２４‐８０８０
代 表 者：代表取締役社長 矢尾直秀
資 本 金：４，９５０万円
従業員数：２５０名
事業種目：百貨店
グループ会社：�矢尾本店（卸売業、酒造業・

酒造りの森）、�矢尾友の会、
�メモリアル秩父（冠婚葬祭業）

DATA
会 社 名：ウチノ看板�
本 社：〒３５９‐１１６４ 所沢市三ケ島１‐２３‐２
電 話：０４‐２９４７‐８８８８� ＦＡＸ：０４‐２９４７‐３３３３
代 表 者：代表取締役 内野正幸
創 業：昭和４８年１月 設 立：昭和６０年３月
資 本 金：２０（百万円）
従業員数：１６５名（グループ会社を含む）
主な事業内容：大型ネオン広告、大型看板製作施工、開閉式

FFフレーム加工、FF・アクリル電装看板、
インクジェット加工、ステンレスフレーム加
工、イルミネーション広告、真鍮名板、ファ
ッションライト、ステッカー、道路標識、LED

http : //www.uchino-kanban.co.jp/gaiyo.html

北
部

�
矢
尾
百
貨
店

地
酒「
秩
父
錦
」全
国
新
酒
鑑
評

会
で
七
年
連
続「
金
賞
」を
受
賞

西
部

ウ
チ
ノ
看
板
�

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
総
合

サ
イ
ン
企
業
と
し
て
社
会
経
済
に
貢
献

内野正幸社長

所
沢
市
三
ケ
島
の
本
社

看
板
施
工
例

矢
尾
直
秀
社
長

酒
づ
く
り
の
森
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１．真空を利用した高電圧
絶縁技術の開発

２．電力伝送システムにお
ける保安素子である電力
用ヒューズの開発

小林 信一
（こばやし しんいち）
昭和４４年３月 埼玉大学理
工学部電気工学科卒業

昭和４７年３月 東京農工大
学大学院工学研究科電気
工学専攻修了

昭和４７年４月 富士電機製
造�入社

昭和４８年５月 埼玉大学理
工学部電気工学科助手

平成元年４月 埼玉大学工
学部電気工学科助教授

平成６年４月 埼玉大学工
学部電気電子工学科教授

平成６年６月～平成７年３
月 英国アストン大学客
員研究員

現在に至る

真空が有する優れた高電圧絶縁耐
力は電子顕微鏡や高エネルギー電子

加速器等に利用されている。近年、各種の電子デバイ
スが極限的な環境下で使用されるようになり、真空絶
縁耐力のより一層の高度化、高信頼化が望まれている。
さらに、これまで高電圧の電力伝送で広く利用されて
きた絶縁・アーク消弧媒体である SF６ガスが高い地球
温暖化効果を有するため（炭酸ガスの２３，９００倍）、新
たな絶縁・アーク消弧媒体の開発が望まれている。こ
のような背景の中、当研究室では真空に着目して、そ
の絶縁破壊発生メカニズムの解明と、高い絶縁耐力を
有する電極表面処理技術の開発、ならびに真空中にお
けるアーク消弧機構の解明と、それを基にした電力用
真空遮断器の高電圧化の研究を行っている。また、効
率の高い電力制御を行うために、半導体を使用したイ
ンバーターが広く利用されているが、ここに使用され
る半導体の高性能化に伴い、その保護用として迅速な
事故電流遮断性能を有するヒューズの開発が必要とな
っている。当研究室では、アルミナセラミックス基板
の上に施された銅メッキ層をエッチングすることで電
流遮断部を形成する新しい構造のヒューズを開発し、
その実用化のための試験も行っている。図１に試作ヒ

ューズの写真を示す。
上に述べた研究・開
発を行うために、当研
究室に設置されている
装置の主なものは、超
高真空中一貫試験装置（図２：真空中絶縁破壊試験、
X線光電子分光法（XPS）による表面分析、真空中加
熱による表面処理等を、試料を大気にさらすことなく
同一真空系内（１０－７～１０－８Pa）で行うことが可能）、L-
C 共振式大電流試験装置（発生電流３０kA，５０�）、AC
（２０kVr�）・DC（１００kV）・インパルス高電圧試験設
備（標準雷インパルス電圧、開閉インパルス電圧、４００
kV）である。

これらの装置は、
共同研究を通して企
業、国立研究機関も
利用しており、それ
らの多くの共同研究
を通して、当研究室
の有する成果の社会
への還元に努めてい
る。

１．調査項目（テスト項

目）の内容の分析や取

捨選択

２．アンケートの作成と

実施等

いずれもマーケティン

グ・市場調査全般、教育

産業への応用等が可能と

考えられます。

萩生田 伸子

（はぎうだ のぶこ）

１９９４年 東京工業大学大

学院総合理工学研究科

修了 修士（工学）

１９９７年 東京大学大学院

総合文化研究科修了

博士（学術）

埼玉大学教育学部講師

１９９８年 埼玉大学教育学

部助教授

一般に、適切な情報なくしては
方針や戦略の決定は困難です。そ

の情報を収集するためにいわゆる『調査』がおこ
なわれることがあります。そして、この調査デー
タに関わるということは『何を明らかにするため
にどういうデータをどのように分析したのか、さ
らにその結果をどのように解釈したのか？』とい
う問い全体に対して、的確に答えられる必要があ
ります。適切な方法でデータを収集し分析を行い
解釈して初めて、調査データは役に立つといえる
でしょう。広く言い換えれば、何らかの形で調査
データを分析したり、結果を解釈したりするので
あれば、調査リテラシー／データ・リテラシーは
必須と言えるでしょう。私の研究テーマはこの分
野全般と関連があるのですが、特に評価と測定に
関係があります。
たとえば、職業適性テスト、心理テスト、学力
テストなどは、項目の作成や取捨選択を含めた尺
度構成、信頼性・妥当性の検証、標準化の作業を
経て実際に利用可能となりますが、主に項目の作
成から信頼性・妥当性の検証までを取り扱ってい
ます。また、官能検査等で用いられる SD法や一

対比較法といった評価手法も取り扱っています。
その他、具体的にはテキスト・マイニングを利
用した教員採用試験の過去問の内容の分析、Big
Five 特性論に基づいたパーソナリティの測定や、
構造方程式モデリング等を利用した構造の国際比
較などもおこなっております。これらの手法は、
市場調査等で行われたアンケートの回答を分析す
る際に利用されることも多いので、ご存じの方も
多いのではないでしょうか？
入手したデータに対して、これらの統計解析・
多変量解析的手法を適用することについてはいつ
か機会がありましたらお話したいと思います。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

真空中の高電圧絶縁破壊現象・アーク消弧現象の
研究、ならびに大電流遮断技術の開発

工学部電気電子工学科 小 林 信 一 教授

データの適切な収集と分析を目指して
教育学部 教育心理カウンセリング講座 萩生田 伸 子 准教授

図１ AC７．２kV，８５A試作ヒューズ

Web を用いたアンケート調査の例
（比較的安価に大量のデータが入手しやすく
データ入力の手間も省けるので、調査対象者
によってはとても便利な調査方法です）

図２ 超高真空中一貫試験装置
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本学は開学当初から埼玉県とは教育文化、技能・技術、
産業など多方面にわたる産官学連携を行ってきました。
例えば、人材の教育面では、地域内の子供さんやご父兄

との親子ものづくり教室や高校生のものづくり教育の開催、
一般社会人への技能資格取得の促進、職業能力訓練など、
技能・技術的な面では、県内企業との技術交流、地域団体
との共同開発プロジェクトなどの参画などを進めてきまし
た。個々の事業では成果をあげており、市民のみなさんか
ら好評を頂いております。今後は組織的連携をさらに拡大
し、一層の成果の充実につなげていく必要があると考えて
おります。
さて、本学は開学８年目を向かえ、大学として学生への

教育実績も少しずつ上げられてきました。特に、実務教育
では、卓越した技能を持たれた県内非常勤講師の派遣を賜
り、本格的な実学教育を行うことができおります。また、
長期インターンシップでは、大学では得られない実務体験

ができたと学生から好評を得ております。お蔭様で、２００
名を越える卒業生が県内企業への就職することができまし
た。埼玉県産業界の皆様のご支援とご指導に感謝するとと
もに、卒業生の成長によって県内ものづくり力が一層向上
できればと期待している次第であります。
最後に、研究と産業に関わる産学官コラボレーションの

あり方について述べます。県内には伝統的産業から先端的
産業まで幅広く存在しており、今後ますます発展されると
確信しております。その中で、本学の製造系学科が果たせ
る役割は埼玉県発の全国的銘柄の創生、高付加価値製品づ
くりなどの研究開発支援があると思います。特に、高度情
報、環境、民生製品産業などに関する新技術、新製品開発、
産業用部品の高精度・高密度化、生産性向上などによるデ
ファクトスタンダード化向けての技術開発などが重要であ
ると思います。県内産官界との積極的な交流によって、そ
れらが実現できればと希望している次第であります。

技術と技能の境界領域は電子技術などの普及により、最
近ますます大きくなってきています。その結果「技能自身
がないがしろ」にされています。
例えば、木材へ鉋をかける技能は「プレカット業者」の

普及で、機械技術に置き換えられ、構造計算の技能も電子
技術に置き換えられ、構造設計できない構造設計者すら出
てきています。
これらは技能軽視、技能・技術の境界領域の不明確さか

ら出ています。その結果、姉歯問題に代表される弊害も多
くなってきました。
さて、「最近、手術の下手な医者、メスを満足に持てな

い医者が多くなった」と嘆かれている医者の世界では、こ
の問題にどのように対処されているのでしょうか。医者の
技能研修手順を以下にまとめます。
�大学６年間、医学課程を修了した者に国家試験受験資
格が与えられ、試験に合格すれば医者の免許が与えら
れる。

�その後、２年間の所定研修機関で研修を受ける。
�専門については現在、議論されているが、麻酔科以外、
何科を名乗ってもよく、外科しかやったことがなくて
も内科医を名乗っても構わない。

一方、これとは別に、各学科の「専門医」「認定医」「指
導医」など、専門医資格が各学会認定基準により運用・重
視されています。これは医師免許とは関係なく、「国民か
ら信頼される医師、臨床研修（技能）重視」の学会自己啓
発です。関係する学会数５０、医師数２４，０００。（医学博士は
称号にすぎない）
結局、医者としての技能力は各学会にゆだねられている

ことになります。
振り返って、建築の技能力低下に対し、私たちは、どの

ように対応すればよいのでしょうか。ものつくり大学・産
学協同の今後にも、この医者の世界の考えを参考に出来る
のではないか思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産学官のコラボでものづくり人材の育成を
教務長・製造技能工芸学科 神 谷 聖 志 教授

神谷聖志（かみや まさし）教授、工学博士、東工大修士課程終了、�東芝研究所所長、東芝セラミックス開発研究所所長、２００１
年からものつくり大学教授、０７年から教務長。専門分野：工作機械、情報機械などの設計、製作。セラミックス、金属の機能性
部品の研究。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４７／kamiya@iot.ac.jp）

大きくなる『建築技術・技能の境界領域』を如何に埋めるか
建設技能工芸学科 河 谷 史 郎 教授

河谷史郎（かわたにしろう）博士（工学）、東京大学大学院終了、総合建設業（ゼネコン）作業所所長、東洋大学非常勤講師を
経て、２００３年よりものつくり大学教授、専門分野：構工法、工程管理（連絡先：０４８‐５６４‐３８５７／kawatani@iot.ac.jp）
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め
ざ
せ
�
新
�
観
光
県

〜
観
光
に
よ
る

地
域�
新
耕
�・
地
域�
深
耕
�〜

埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
を

設
立
し
ま
し
た

近
年
の
観
光
の
特
色
と
し
て
、
従
来
の

団
体
・
慰
安
と
い
っ
た
画
一
的
な
観
光
旅

行
か
ら
、
家
族
や
友
人
と
い
っ
た
少
人
数

で
気
軽
に
地
域
の
特
有
の
魅
力
を
楽
し
む

参
加
・
体
験
型
な
ど
の
新
た
な
観
光
が
注

目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
は
、

首
都
圏
に
位
置
し
、
交
通
の
利
便
性
の
高

い
本
県
に
と
っ
て
は
絶
好
の
機
会
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
景
勝
地
や
歴
史
的

文
化
財
、
祭
り
な
ど
従
来
型
の
観
光
情
報

の
発
信
に
加
え
、
産
業
観
光
や
フ
ー
ド
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
新
た
な
形
態
の
観
光
に

よ
る
地
域
�
新
耕
�・
地
域
�
深
耕
�
を

図
っ
て
い
ま
す
。

１

フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
食
旅
）

県
で
は
、「
食
」
を
観
光
的
に
活
用
す

る
新
た
な
取
組
と
し
て
、
県
内
の
ご
当
地

グ
ル
メ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
埼
玉
Ｂ

級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

昨
年
１１
月
に
行
田
市
で
開

催
し
た
第
１
回
大
会
に
続
き
、

本
年
度
は
第
２
回
大
会
を
５

月
３
〜
５
日
に
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
で
開
催
。
１８
グ
ル

メ
（
１４
市
２
町
）
が
参
加
し
、

７
万
５
千
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

２

産
業
観
光
の
振
興

県
で
は
、
地
域
の
産
業
文
化
財
や
生
産

活
動
そ
の
も
の
を
地
域
の
魅
力
的
観
光
資

源
と
捉
え
、
産
業
観
光
の
振
興
を
図
っ
て

い
ま
す
。

�
も
の
づ
く
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施

平
成
１６
年
度
か
ら
産
業
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
る
「
も
の
づ
く
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
を
実
施
し
、
昨
年
度
は
受
け
入
れ
企

業
７６
施
設
に
約
２
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

�
産
業
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

有
識
者
に
よ
る
講
演
会
、
産
業
観
光
を

進
め
る
受
け
入
れ
企
業
な
ど
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
産
業

観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
意
識
醸
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

３

国
際
観
光
の
推
進

県
で
は
平
成
１９
年
３
月
に
「
外
客
来
訪

促
進
計
画
」
を
策
定
。
さ
い
た
ま
市
や
川

越
市
な
ど
１６
市
町
村
を
外
客
来
訪
促
進
地

域
と
し
、
平
成
２２
年
ま
で
に
外
国
人
旅
行

者
を
２５
万
人
と
す
る
目
標
を
設
定
し
ま
し

た
。こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
県
、
市
町
村
、

民
間
事
業
者
等
で
構
成
す
る
協
議
会
を
設

置
し
、
本
年
度
新
た
に
、
東
京
を
訪
れ
る

年
間
約
４
０
０
万
人
の
外
国
人
旅
行
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
旅
行
商
品
の
造
成

等
を
行
う
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

４

埼
玉
ち
ょ
〜
で
ぃ
ー
ぷ
な

観
光
協
会

県
で
は
、
本
年
４
月
１
日
に
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
切
り
口
で
の
観
光
サ
イ
ト

「
埼
玉
ち
ょ
〜
で
ぃ
ー
ぷ
な
観
光
協
会
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
イ
ト
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
埼
玉

な
ら
で
は
の
ス
ポ
ッ
ト
を
「
ア
ニ
メ
課
」

「
エ
ン
タ
メ
課
」「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
」「
面

白
ス
ポ
ッ
ト
課
」「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
課
」
に

分
類
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
一
か
月
間

で
２
５
０
万
件
の
ア
ク
セ
ス
（
総
ペ
ー
ジ

ビ
ュ
ー
）
が
あ
り
、
新
聞
各
紙
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
問
合
せ
〉
県
観
光
振
興
室

（
０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
９
５
５
）

http
://w
w
w
.sainokuni- kanko.jp/

index.htm
l

◎
推
進
会
議
の
設
立

埼
玉
県
は
、
今
後
、
全
国
で
最
も
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
県
民
の
皆
様
が
い
つ
ま
で

も
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
健
康
の
維
持
増
進
や
介
護

予
防
に
果
た
す
ス
ポ
ー
ツ
の
役
割
の
重
要

性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
は
、
目
標
の
実
現
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を
育
て
る
な
ど
青

少
年
の
健
全
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
人
と
人
と
の
交
流
等
に
よ
る
地
域
の

連
帯
感
の
醸
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
て
い
く
た
め
、
県

で
は
平
成
１９
年
４
月
に
「
埼
玉
県
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
し

ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
基
づ
く
様
々
な
取
組
を
県
、

市
町
村
、
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
及
び
貴

協
会
を
始
め
と
し
た
経
済
団
体
な
ど
が
連

携
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
た
め
、
平
成
２０

年
５
月
２８
日
に
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
を
設
立
し
ま
し
た
。

◎
推
進
会
議
の
取
組

〜
も
っ
と
増
や
そ
う

ス
ポ
ー
ツ
広
場
大
作
戦
展
開
中
〜

こ
の
推
進
会
議
で
は
、
取
組
の
一
環
と

し
て
「
週
に
１
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
県
民
の
皆
様
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
は
上
述
し
た
よ
う

に
様
々
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
経
営
者
の

皆
様
も
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
観

点
を
よ
り
経
営
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
社

員
の
皆
様
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
「
機

会
」
を
増
や
す
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
い
た

だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
「
場
」
の
拡
充
の

た
め
、
推
進
会
議
で
は
、
企
業
等
が
所
有

す
る
社
員
用
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
地
域
住

民
へ
の
開
放
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
所
有
す
る
企
業
に
県

職
員
が
訪
問
し
て
御
依
頼
い
た
し
ま
す
の

で
、
そ
の
際
に
は
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
わ
り
に

推
進
会
議
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
県
立

学
校
の
体
育
施
設
の
開
放
や
ス
ポ
ー
ツ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
な
ど
県
民
の
皆
様
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
「
機
会
」
と
「
場
」

の
充
実
の
た
め
の
様
々
な
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
県
民
の
皆

様
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
教
育
局
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
０
４
８
‐
８
３
０
‐
６
９
４
５
）

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
20/

BM
00/zyorei/zyorei.htm

l

近
年
の
埼
玉
観
光
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。
川
越
や
秩
父
の
歴
史
地
区
に

加
え
、
さ
い
た
ま
新
都
心
や
サ
ッ
カ
ー
の

メ
ッ
カ
と
す
べ
く
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
は
今

や
埼
玉
観
光
の
一
大
拠
点
。

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
は
地
域
の
活
性
化
は
勿

論
の
こ
と
、
運
輸
や
物
販
な
ど
波
及
分
野

は
極
め
て
広
い
。
更
に
従
事
す
る
人
数
も

多
く
、
雇
用
寄
与
に
も
高
い
も
の
が
あ
る
。

心
の
世
紀
と
い
わ
れ
る
二
十
一
世
紀
は

ま
さ
に
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
台
頭
の
時
代
で
あ

り
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
多
き
こ
と
か
ら
会

員
各
位
に
お
か
れ
て
は
大
い
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
埼
玉
観
光
の
振
興
に
御
支

援
、
御
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

彩
の
国
か
ら
第第４４３３回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

―１６―



�
フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
均
等
処
遇
問

題
１
�
同
視
パ
ー
ト
の
差
別
禁
止
の
目
的

は
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
な
ぜ
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
特
に
通
常
社
員
と
同
視

す
べ
き
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
、

そ
の
処
遇
に
つ
い
て
通
常
社
員
と
差
別

的
取
扱
い
（
同
法
第
八
条
）
を
し
て
は

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
理
由
は
、

パ
ー
ト
労
働
法
の
目
的
・
理
念
か
ら
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
こ
れ
は

「
人
格
の
価
値
の
平
等
」
と
い
っ
た
法

理
念
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
社
会
経
済
上
の
理
由
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
通
達
（
平
成
一
九

年
一
〇
月
一
日
付
、
厚
労
省
労
基
局
長

通
達
、
基
発
第
一
〇
〇
一
〇
一
六
号
）

に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
就
業
形
態
が
多
様
化
し
て
い
る
中

で
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
な
就
業
形
態
と

し
て
存
在
し
て
い
た
『
正
社
員
』（
こ

こ
で
は
、
労
働
契
約
の
期
間
の
定
め
が

な
く
、
長
期
雇
用
を
前
提
と
し
た
待
遇

を
受
け
る
労
働
者
を
い
う
も
の
と
す

る
。）
と
い
う
働
き
方
が
相
対
化
さ
れ
、

事
業
所
ご
と
に
多
様
な
就
業
形
態
を
組

み
合
わ
せ
て
雇
用
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

経
営
者
や
管
理
職
以
外
は
す
べ
て
短
時

間
労
働
者
等
の
『
正
社
員
』
で
な
い
労

働
者
で
あ
る
と
い
う
企
業
や
、『
正
社

員
』
は
管
理
業
務
に
従
事
し
接
客
業
務

は
短
時
間
労
働
者
等
が
担
当
す
る
と
い

う
企
業
も
出
て
き
て
い
る
。」、「
し
か

し
な
が
ら
、
短
時
間
労
働
者
を
め
ぐ
る

現
状
の
就
業
環
境
を
見
る
と
、
公
正
な

待
遇
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
切

れ
ず
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
必
ず
し

も
短
時
間
労
働
者
の
能
力
等
を
十
分
に

引
き
出
せ
る
よ
う
な
も
の
と
は
な
っ
て

い
な
い
。

こ
の
た
め
、
改
正
法
は
、
短
時
間
労

働
者
に
つ
い
て
の
公
正
な
待
遇
の
実
現

を
図
る
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
等

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
就
業
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
と
い
う
二
つ
の
方

向
性
を
基
本
的
考
え
方
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
就
業
形
態
の
多
様
化
の

中
で
短
時
間
労
働
者
と
い
う
働
き
方
を

魅
力
的
な
就
業
形
態
と
し
、
個
々
の
短

時
間
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
だ

け
で
な
く
、
我
が
国
の
経
済
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
も
目
指
す
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
さ
れ
て
い

る
。

２
�
い
わ
ゆ
る
フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト
も

差
別
禁
止
か

改
正
パ
ー
ト
労
働
法
に
よ
る
短
時
間

労
働
者
の
差
別
禁
止
（
同
法
第
八
条
）

は
前
述
し
た
よ
う
な
通
常
労
働
者
と
同

視
さ
れ
る
よ
う
な
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

（
短
時
間
労
働
者
）
の
役
割
の
増
大
に

基
づ
く
有
効
な
能
力
発
揮
の
た
め
と
い

う
国
の
政
策
に
基
づ
く
立
法
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
し
た
が
っ
て
名
称
が
『
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
』
で
あ
っ
て
も
、
当
該

事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者

と
同
一
の
所
定
労
働
時
間
で
あ
る
場
合

に
は
、
法
の
対
象
と
な
る
短
時
間
労
働

者
に
は
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

し
か
し
な
が
ら
、
短
時
間
労
働
者
に
つ

い
て
は
法
に
基
づ
く
雇
用
管
理
の
改
善

等
に
関
す
る
措
置
等
が
講
じ
ら
れ
る
一

方
、
こ
の
よ
う
な
者
（
注
・
い
わ
ゆ
る

フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト
。）
に
つ
い
て
は

法
の
適
用
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
に
雇

用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
措
置
等
が

講
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
均
衡
を
失

し
て
お
り
、
現
実
に
そ
の
よ
う
な
均
衡

を
失
し
た
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と
は
事

業
所
に
お
け
る
労
働
者
の
納
得
を
得
が

た
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
者
に
つ
い
て
も
法
の
趣
旨

が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
指
針
に
も
定
め
て
い
る
こ
と
に

留
意
す
る
こ
と
。」（
前
記
通
達
）
と
い

う
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
改
正
パ
ー
ト
労
働
法
第
一

条
の
「
目
的
」
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、「
法
第
一
条
は
、
法
の
目
的
が
、

我
が
国
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

就
業
構
造
の
変
化
等
の
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
短
時
間
労
働
者
の
果

た
す
役
割
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
短
時
間
労
働
者
に

つ
い
て
、
そ
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確

保
、
雇
用
管
理
の
改
善
、
通
常
の
労
働

者
へ
の
転
換
の
推
進
、
就
業
能
力
の
開

発
及
び
向
上
等
に
関
す
る
措
置
等
を
講

ず
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
労
働
者
と

の
均
衡
の
と
れ
た
待
遇
の
確
保
等
を
図

る
こ
と
を
通
じ
て
短
時
間
労
働
者
が
そ

の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
も
っ
て
そ
の

福
祉
の
増
進
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
経
済

及
び
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。」
と
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で

あ
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
第
五
図
の

と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
改
正
法
第
八
条
「
差
別

禁
止
」
は
、
労
働
価
値
の
平
等
の
概
念

に
立
っ
た
人
権
保
障
の
立
場
で
は
な
く
、

「
短
時
間
労
働
者
の
能
力
等
の
発
揮
」

に
よ
る
「
わ
が
国
経
済
社
会
の
発
展
」

に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
フ
ル
タ

イ
ム
パ
ー
ト
」
と
称
さ
れ
る
通
常
勤
務

者
と
同
じ
時
間
の
勤
務
を
し
て
い
る
非

正
社
員
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
差
別

禁
止
と
し
て
立
法
化
に
よ
る
対
応
ま
で

の
必
要
は
な
い
と
さ
れ
た
も
の
と
い
え

よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
法
の
改
正
は
短
時

間
労
働
者
に
対
す
る
国
の
政
策
上
の
立

法
的
取
扱
い
に
基
づ
く
均
等
と
均
衡
処

遇
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
短
時
間
労

働
者
で
な
い
者
に
対
す
る
「
均
等
や
均

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
八
十
八
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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衡
処
遇
」
を
立
法
上
求
め
る
ま
で
の
国

の
政
策
上
の
必
要
性
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

３
�
改
正
パ
ー
ト
労
働
法
は
国
の
雇
用

政
策
上
の
立
法

改
正
パ
ー
ト
労
働
法
の
「
差
別
禁

止
」
の
立
法
の
制
定
目
的
は
、
国
の
雇

用
政
策
上
の
問
題
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

社
会
政
策
立
法
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
政
策
的
な
国
の
立

法
に
よ
る
平
等
化
行
政
は
、「
社
会
福

祉
の
積
極
的
実
現
を
意
図
し
、
秩
序
国

家
体
制
の
も
と
で
失
わ
れ
た
国
民
相
互

間
の
実
質
的
平
等
を
回
復
し
よ
う
と
す

る
い
わ
ゆ
る
福
祉
国
家
、
文
化
国
家
、

社
会
的
法
治
国
家
ま
た
は
奉
仕
国
家
へ

と
移
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。」。
こ
れ
を

行
政
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
主
た
る
行
政

活
動
を
秩
序
維
持
と
い
う
消
極
的
な
も

の
か
ら
、「
そ
れ
を
超
え
て
社
会
政
策

的
な
行
政
を
積
極
的
に
行
う
奉
仕
行
政

の
国
家
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。」、「
一
方
に
お
い
て
こ
の
新
し

い
行
政
の
課
題
を
処
理
す
る
た
め
の
行

政
の
活
動
領
域
」
と
「
他
方
こ
の
新
し

い
型
の
行
政
活
動
に
お
け
る
法
治
行
政

の
実
質
的
保
障
の
た
め
に
は
、
新
し
い

型
の
救
済
制
度
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」（
田
中
誠
二
「
新
版
法
学

通
論
」）と
い
う
立
場
か
ら
国
の
政
策
な

の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
法
的
構
成
は
、

第
六
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

同
視
パ
ー
ト
へ
の
差
別
禁
止
は
、
公
法

上
の
事
業
主
へ
の
義
務
付
け
で
あ
り
、

反
射
的
利
益
を
受
け
る
労
働
者
と
し
て

は
行
政
権
限
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
、
助
言
、
指
導
、
勧
告
と
い

っ
た
形
や
苦
情
処
理
手
続
等
で
行
政
指

導
に
よ
り
救
済
を
受
け
る
と
い
う
仕
組

み
に
な
っ
て
お
り
、
同
法
に
よ
る
直
律

的
な
労
働
契
約
上
の
請
求
権
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
パ
ー
ト
労
働
法
は
、
国

の
政
策
と
し
て
通
常
労
働
者
と
同
視
さ

れ
る
短
時
間
労
働
者
に
つ
い
て
差
別
禁

止
を
定
め
た
も
の
で
、
こ
れ
を
事
業
主

に
義
務
付
け
、
国
の
権
限
（
統
治
権
）

と
し
て
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、「
私
法
は
、
元
来
平
等
な

私
人
の
間
の
関
係
を
規
律
し
、
統
治
権

の
発
動
に
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
か

ら
、
私
法
の
基
本
原
理
は
個
人
が
自
由

に
法
律
関
係
を
形
成
し
う
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
（
私
法
自
治
の
原
則
）」、
そ

し
て
、「
近
代
社
会
に
お
い
て
は
個
人

は
自
由
・
平
等
・
独
立
な
人
格
と
し
て

認
め
ら
れ
、
各
人
が
自
由
に
法
律
関
係

を
形
成
し
、
自
由
な
社
会
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
人
の
幸
福
が

実
現
し
、
社
会
的
調
和
が
実
現
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
予
定
調
和
の

思
想
）
の
で
あ
る
が
、
実
現
に
は
経
済

的
強
者
に
よ
っ
て
経
済
的
弱
者
の
自
由

な
社
会
活
動
は
妨
げ
ら
れ
、
自
由
・
平

等
・
独
立
な
る
べ
き
人
々
の
間
に
、
支

配
と
隷
属
の
関
係
が
生
ま
れ
、
一
部
の

人
々
は
そ
の
社
会
的
生
存
を
も
脅
か
さ

れ
る
に
至
っ
た
。」、「
こ
の
よ
う
に
し

て
元
来
私
人
の
最
大
限
の
自
由
な
活
動

を
保
障
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
消
極
的

役
割
の
み
を
期
待
さ
れ
て
い
た
国
家
は
、

経
済
的
弱
者
の
生
存
を
維
持
す
る
た
め

に
、
経
済
的
強
者
の
自
由
な
社
会
活
動

に
対
し
て
、
規
制
を
加
え
る
と
い
う
積

極
的
役
割
を
担
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た（「
夜
警
国
家
」
よ
り
「
福
祉
国
家
」

へ
）。
二
〇
世
紀
の
初
頭
以
来
、
自
由

主
義
的
な
英
米
法
体
系
に
お
い
て
も
、

社
会
福
祉
行
政
、
経
済
行
政
、
国
防
行

政
の
発
展
に
応
じ
、
行
政
権
の
拡
大
に

対
応
し
て
、
公
法
の
私
法
よ
り
の
分
化

が
登
場
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味

を
有
す
る
。」（
伊
藤
正
巳
・
加
藤
一
郎

編
「
新
版
法
学
入
門
」）―
と
さ
れ
て
い

る
が
、
ま
さ
に
改
正
パ
ー
ト
労
働
法
も

こ
の
よ
う
な
立
法
な
の
で
あ
る
。

４
�
政
策
立
法
と
人
権
立
法
の
差
異

現
在
の
我
が
国
で
は
、
労
働
者
間
の

格
差
問
題
、
殊
に
正
社
員
・
非
正
規
社

員
と
の
格
差
是
正
が
重
要
な
政
治
政
策

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
福
田
総

理
の
就
任
時
の
所
信
表
明
演
説
に
お
い

て
も
、「
い
わ
ゆ
る
格
差
問
題
へ
の
対

応
」
と
し
て
、
非
正
規
雇
用
者
や
若
年

者
の
就
職
問
題
そ
の
他
「
構
造
改
革
を

進
め
る
中
で
、
格
差
と
い
わ
れ
る
様
々

な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
実
態
か

ら
決
し
て
目
を
そ
ら
さ
ず
」、
き
ち
ん

と
処
方
箋
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
全
力

を
注
ぐ
旨
述
べ
て
い
る
（
平
成
一
九
年

一
〇
月
二
日
付
各
新
聞
）。

第５図 なぜパートの均衡処遇は必要か（立法目的）

パート労働者の増加

納得できない低い待遇
は能力発揮にマイナス
に作用

これにより能力を十分
発揮し社会の発展に寄
与する目的

国の政策による

人格の価値平等の実現（権利）ではない

通常労働者と同一労働時間の呼称パートは、
短時間労働者でなく上記国の政策の目的の観
点から、現在のところ差別禁止の立法の必要
はないとされ、「指針」にとどまっている。

���

���

���

短時間労働者の果たす
役割の増大

短時間労働者の有効な
能力発揮の必要性

適正・公正な待遇の実現
（均等・均衡処遇）
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そ
こ
で
、
企
業
に
お
け
る
今
後
の
人

事
労
務
管
理
に
あ
っ
た
っ
て
留
意
す
べ

き
こ
と
は
、
均
等
（
平
等
で
差
の
な
い

こ
と
�equality

）
と
均
衡
（
二
つ
以

上
の
物
・
事
の
間
に
つ
り
あ
い
が
と
れ

て
い
る
こ
と
�balance
）
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
平
成
一
九
年
四

月
一
日
か
ら
改
正
施
行
さ
れ
て
い
る

「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等

な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る

法
律
」（
以
下
、「
男
女
雇
用
均
等
法
」

と
い
う
。）
及
び
平
成
一
九
年
の
国
会

で
改
正
法
が
成
立
し
た
平
成
二
〇
年
四

月
一
日
施
行
の
「
パ
ー
ト
労
働
法
」
の

両
改
正
法
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
雇
用
管
理
上
の
待
遇
等
に
つ
い
て

差
別
禁
止
と
い
う
均
等
待
遇
と
そ
こ
ま

で
の
規
制
は
さ
れ
な
い
通
常
労
働
者
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
均
衡
処
遇
の
努

力
義
務
が
求
め
ら
れ
る
労
働
者
の
範
囲

が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
本
年
三
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
労
働
契
約
法
で
は
、

労
働
契
約
は
労
使
の
自
主
的
交
渉
に
よ

る
「
合
意
」
を
成
立
要
件
と
し
て
い
る
。

労
働
契
約
に
お
い
て
も
、「
契
約
自

由
の
原
則
」
が
支
配
す
る
が
、「
契
約

の
自
由
は
、
法
律
行
為
と
し
て
の
契
約

に
関
す
る
私
的
自
治
の
制
度
化
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
消
極
的

契
約
自
由
と
積
極
的
契
約
自
由
か
ら
な

る
。
前
者
は
、
契
約
に
関
し
て
法
的
禁

止
・
命
令
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
後

者
は
、
国
家
に
よ
る
契
約
の
法
的
有
効

性
の
承
認
と
裁
判
所
に
よ
る
そ
の
強
制

的
実
現
を
内
容
と
す
る
。」（
山
本
敬
三

「
公
序
良
俗
論
の
再
構
成
」
三
六
頁
）

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
契
約
の
自
由
も
ま
た
、
憲

法
第
一
三
条
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る

基
本
権
で
あ
り
、「
公
共
の
福
祉
」
に

よ
り
法
律
で
制
限
さ
れ
る
。そ
こ
で
、現

行
法
体
系
で
は
労
働
者
保
護
の
立
場
か

ら
労
働
契
約
の
自
由（
私
法
上
の
契
約
）

に
対
す
る
法
律
に
よ
る
各
種
の
制
限
が

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
法
理
か
ら
基
本

的
人
権
に
基
づ
く
も
の
と
雇
用
政
策
上

の
国
の
立
法
政
策
に
基
づ
く
も
の
と
で

は
、
そ
の
法
的
効
力
に
差
異
が
あ
る
。

本
年
三
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
労
働
契
約

法
は
、
労
働
契
約
に
関
す
る
特
別
法
で
あ
る

か
ら
民
法
に
優
先
す
る
。
ま
た
、
就
業
規
則

の
労
働
契
約
の
直
律
的
効
力
も
規
定
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
労
働
関
係
に
お
い
て
問
題
と
な
る

労
働
慣
行
に
つ
い
て
、
労
働
契
約
法
の
施
行

に
伴
っ
て
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
一
般
に
慣
行
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
慣

習
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
（
法
適
用
通

則
法
第
三
条
）
と
民
法
第
九
二
条
の
事
実
た

る
慣
習
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
問
題
と
な
る
。

労
働
関
係
に
お
い
て
は
、
慣
習
法
と
し
て
認

め
ら
れ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
事

実
た
る
慣
習
の
み
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、

い
わ
ゆ
る
労
働
慣
行
に
関
す
る
民
法
第
九
二

条
の
、「
法
令
中
の
公
の

秩
序
に
関
し
な
い
規
定
と

異
な
る
慣
習
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
法
律
行
為
の

当
事
者
が
そ
の
慣
習
に
よ

る
意
思
を
有
し
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

そ
の
慣
習
に
従
う
。」
と

の
規
定
の
適
用
上
は
、
今
回
成
立
施
行
さ
れ

た
労
働
契
約
法
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
同
法
に
反
す
る
労
働
慣
行
で
あ

れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
民
法
第
九
二
条
の
慣
習
の
適
用
に

関
し
て
も
、
そ
の
適
用
要
件
と
し
て
、
�
当

事
者
間
に
法
律
行
為
が
あ
る
こ
と
、
�
法
律

行
為
中
に
当
事
者
の
権
利
義
務
に
つ
き
空
白

部
分
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
法
律
行
為
中
の

言
葉
や
行
為
の
内
容
に
つ
き
意
味
不
明
の
部

分
が
あ
る
こ
と
、
�
強
行
規
定
に
反
す
る
も

の
で
な
い
こ
と
、
と
さ
れ
て
い
る（「
新
版
・

注
釈
民
法
�
」、
二
六
五
〜
二
六
六
頁
）。

労
働
契
約
に
関
し
て
は
、
労
働
契
約
法
第

七
条
で
は
、「
労
働
者
及
び
使
用
者
が
労
働

契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者

が
合
理
的
な
労
働
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

就
業
規
則
を
労
働
者
に
周
知
さ
せ
て
い
た
場

合
に
は
、
労
働
契
約
の
内
容
は
、
そ
の
就
業

規
則
で
定
め
る
労
働
条
件
に
よ
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
労
働
契
約
に
お
い
て
、
労
働

者
及
び
使
用
者
が
就
業
規
則
の
内
容
と
異
な

る
労
働
条
件
を
合
意
し
て
い
た
部
分
に
つ
い

て
は
、
第
一
二
条
（
注
・
就
業
規
則
を
下
回

る
基
準
）
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
の

限
り
で
は
な
い
。」
と
さ
れ
、
ま
た
第
八
条

で
「
労
働
者
及
び
使
用
者
は
、
そ
の
合
意
に

よ
り
、
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働
条
件

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
と
も
に
、

第
一
〇
条
で
「
使
用
者
が
就
業
規
則
の
変
更

に
よ
り
労
働
条
件
を
変
更
す
る
場
合
に
お
い

て
、
変
更
後
の
就
業
規
則
を
労
働
者
に
周
知

さ
せ
、
か
つ
、
就
業
規
則
の
変
更
が
、
…（
中

略
）
就
業
規
則
の
変
更
に
係
る
事
情
に
照
ら

し
て
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
労
働

契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働
条
件
は
、
当
該
変

更
後
の
就
業
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
と
す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
民
法
第
九
二
条
の
「
事
実
た
る

慣
習
」
と
認
め
ら
れ
る
労
働
慣
行
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
が
効
力
を
有
す
る
の
は
、
�
就
業

規
則
に
定
め
の
な
い
空
白
部
分
（
こ
の
部
分

を
補
う
労
働
慣
行
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
と

い
う
場
合
に
は
労
基
法
第
八
九
条
に
よ
っ
て
、

こ
れ
を
就
業
規
則
と
し
て
規
定
化
す
る
義
務

が
使
用
者
に
生
じ
て
い
る
状
態
と
な
る
。）、

�
就
業
規
則
の
規
定
の
適
用
上
の
解
釈
と
し

て
補
充
し
て
い
る
部
分
（
こ
れ
は
、
労
働
慣

行
に
よ
る
補
充
に
よ
っ
て
規
定
の
適
用
の
合

理
性
の
要
件
と
し
て
機
能
す
る
。）、
�
労
使

間
の
黙
示
の
労
働
契
約
の
内
容
と
し
て
合
意

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
こ
れ
は

労
働
契
約
法
第
七
条
た
だ
し
書
に
よ
り
、
就

業
規
則
の
基
準
を
上
回
る
内
容
の
労
働
条
件

の
合
意
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。）
の
三
つ
の

場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
労
働

慣
行
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
の
展
開
に
つ
い
て

は
、
右
の
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
働
慣
行
と
労
働
契
約
法

弁
護
士

安
西

�

第６図 改正パート労働法の法的構成

通常労働者と
同視パート

均等取扱い待遇（公法上の義務）

均等取扱い請求権はない
（私法上の権利の付与ではない）

国

事業主

均
等
取
扱
い
へ
の
援
助
、
申
請

（
国
へ
の
行
政
権
限
発
動
要
請
）

助
言
・
指
導
・
勧
告（
行
政
権
限
）

紛
争
解
決
援
助

同
視
パ
ー
ト
へ
の
待
遇
上
の
差
別
禁
止

の
義
務
づ
け
（
公
法
）

―１９―
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規
制
改
革
の
一
層
の
推
進
を

―
２
０
０
８
年
度
日
本
経
団
連
規

制
改
革
要
望
を
公
表
／
「
あ
じ

さ
い
月
間
」
に
合
わ
せ
取
り
ま

と
め

日
本
経
団
連
は
６
月
１７
日
、「
２
０
０

８
年
度
日
本
経
団
連
規
制
改
革
要
望
〜
再

び
改
革
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
」
を
取
り

ま
と
め
、
公
表
し
た
。

同
要
望
は
、政
府
が
実
施
し
て
い
る「
特

区
、
地
域
再
生
、
規
制
改
革
集
中
受
付
月

間
」（
あ
じ
さ
い
月
間
）
に
合
わ
せ
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
総
論
に
あ

た
る
提
言
部
分
と
１４
分
野
１５２
項
目
に
わ
た

る
個
別
要
望
の
２
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

提
言
部
分
で
は
、
最
近
、
規
制
改
革
の

推
進
力
が
低
下
し
て
お
り
、
日
本
経
団
連

が
政
府
に
提
出
し
た
要
望
の
実
現
度
合
い

も
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上

で
、
政
府
・
与
党
が
一
体
と
な
り
、
規
制

改
革
を
再
び
前
進
さ
せ
る
よ
う
求
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
改
革
を
前
進
さ
せ
る
に
あ

た
り
重
要
と
な
る
視
点
と
し
て
、
�
行
政

の
電
子
化
を
通
じ
た
国
・
地
方
自
治
体
の

業
務
改
革
の
断
行
�
民
間
開
放
の
推
進
に

よ
る
民
間
の
活
動
領
域
の
拡
大
�
民
間
の

自
発
的
な
取
り
組
み
を
評
価
・
奨
励
す
る

こ
と
に
よ
る
経
済
活
力
の
増
進
�
地
方
へ

の
権
限
移
譲
に
伴
う
地
方
自
治
体
に
よ
る

規
制
強
化
の
排
除

の
４
点
を
示
す
と

と
も
に
、
実
際
に
規
制
改
革
の
実
現
度
合

い
を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を
提

案
し
て
い
る
。

第
一
に
、
政
府
が
規
制
改
革
要
望
を
受

け
付
け
る
「
集
中
受
付
月
間
」
を
、
現
在

の
年
２
回
か
ら
年
１
回
に
し
、
そ
の
代
わ

り
に
、
続
く
半
年
程
度
を
「
集
中
取
組
期

間
」
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。「
集

中
取
組
期
間
」
中
、
規
制
所
管
府
省
に
は

各
要
望
に
対
し
時
間
を
か
け
て
真
摯
に
検

討
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
ほ
か
、
規
制
改

革
会
議
と
所
管
府
省
と
の
折
衝
、
協
議
の

回
数
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
交
渉
プ
ロ
セ

ス
の
実
効
性
を
高
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

第
二
に
、
政
治
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
、
規
制
改
革
を
一
層
推
進
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
規
制
改
革
の
実
現
度
合

い
を
高
め
る
た
め
に
は
、
要
望
す
る
民
間

側
と
規
制
所
管
府
省
の
主
張
に
大
き
く
隔

た
り
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、
政
治
が
関
与

を
強
め
両
者
の
主
張
を
聞
き
な
が
ら
裁
定

を
行
う
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
第
三
に
、
特
定

の
地
域
で
先
行
的
、
実
験
的
に
規
制
改
革

を
実
現
し
、
後
に
全
国
展
開
す
る
と
い
う

構
造
改
革
特
区
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
長
年
実
現
し
な
か
っ
た
困
難

な
規
制
改
革
の
突
破
口
と
す
る
よ
う
提
言

し
て
い
る
。
第
四
に
、
法
律
や
法
規
命
令
、

行
政
規
則
な
ど
の
諸
規
制
を
一
覧
表
に
す

る
こ
と
で
、
規
制
の
「
見
え
る
化
」
を
進

め
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。「
規
制
改
革

会
議
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
一
覧
表

を
公
開
す
れ
ば
、
国
民
、
企
業
が
規
制
に

関
す
る
情
報
を
一
元
的
に
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
第
五
に
、
規
制
を
時
代
の
要
請

に
合
っ
た
も
の
と
す
る
た
め
、
規
制
の
事

前
評
価
（
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
に
行
政
コ
ス
ト
な
ど

の
定
量
的
な
分
析
を
加
え
る
こ
と
も
提
言

し
て
い
る
。

日
本
経
団
連
で
は
、
６
月
１９
日
に
前
田

晃
伸
行
政
改
革
推
進
委
員
長
が
岸
田
文
雄

規
制
改
革
担
当
大
臣
や
谷
垣
禎
一
自
民
党

政
調
会
長
、
中
馬
弘
毅
自
民
党
行
政
改
革

推
進
本
部
長
を
訪
問
し
、
提
言
内
容
の
実

現
を
求
め
た
。
な
お
、
１４
分
野
１５２
項
目
の

個
別
要
望
に
つ
い
て
は
、
月
内
に
政
府
に

提
出
し
、
実
現
を
働
き
か
け
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

「
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
産

業
界
の
取
り
組
み
」
を
発
表

―
世
界
最
高
効
率
の
達
成
を
目
指

し
て

日
本
経
団
連
は
６
月
１７
日
、「
地
球
温

暖
化
防
止
に
向
け
た
産
業
界
の
取
り
組
み

―
世
界
最
高
効
率
の
達
成
を
目
指
し
て
」

を
発
表
し
た
。

こ
の
中
で
は
、
１
９
９
７
年
に
日
本
経

団
連
が
策
定
し
た
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
た
め
の

環
境
自
主
行
動
計
画
に
お
い
て
、�
産
業
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
部
門
で
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
を
９０
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
１
・
５
％
（
２

０
０
６
年
度
実
績
）
と
す
る
こ
と
を
実
現

し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
９０
年
度
レ
ベ
ル
以

下
と
す
る
と
い
う
目
標
を
７
年
連
続
し
て

達
成
し
た
こ
と
�
２
０
０
６
年
度
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
産
業
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
部
門
３５
業
種
中
１７
業
種
が
目
標

の
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
お
り
、
目
標
の

さ
ら
な
る
深
掘
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

�
産
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
部
門
以
外
の

参
加
業
種
も
、
計
画
策
定
時
の
８
業
種
か

ら
２６
業
種
に
増
え
て
い
る
こ
と
�
こ
う
し

た
実
績
を
踏
ま
え
、
政
府
の
京
都
議
定
書

目
標
達
成
計
画
に
お
い
て
も
「
経
団
連
環

境
自
主
行
動
計
画
は
産
業
界
に
お
け
る
対

策
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
」
も
の
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

等
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。

■
自
主
行
動
計
画
の
確
実
な
達
成
な
ど
、

今
後
の
取
り
組
み
へ
決
意
示
す

ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
�

日
本
産
業
の
最
大
の
強
み
で
あ
る
製
造
工

程
・
製
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
つ
い
て
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
引
き
続
き
世
界

最
高
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
�

自
主
行
動
計
画
の
目
標
達
成
を
社
会
的
な

公
約（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
）

と
位
置
付
け
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
（
ク
リ
ー
ン
開
発

メ
カ
ニ
ズ
ム
）
の
購
入
も
含
め
確
実
な
達

成
を
目
指
す
こ
と
�
日
本
の
優
れ
た
省
エ

ネ
・
環
境
技
術
の
途
上
国
へ
の
技
術
移
転

を
通
じ
、
地
球
規
模
で
の
貢
献
を
果
た
す

こ
と
�
地
球
温
暖
化
防
止
の
決
め
手
は
革

新
的
な
技
術
で
あ
り
、
産
業
界
は
政
府
と

一
体
と
な
り
、
全
力
を
挙
げ
て
、
革
新
的

技
術
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
�
わ
が
国

に
お
い
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
増
加
し
て
い

る
業
務
・
家
庭
部
門
で
の
削
減
を
推
進
す

る
た
め
、
オ
フ
ィ
ス
で
の
削
減
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
家
庭
で
の
削
減
を
支
援
す

る
こ
と
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と

と
の
決
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。

日
本
経
団
連
が
こ
う
し
た
発
表
を
行
っ

た
背
景
は
、
京
都
議
定
書
の
約
束
期
間
が

開
始
さ
れ
、
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
国
際

枠
組
み
の
議
論
が
活
発
化
す
る
中
で
、
改

め
て
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
決
意
を

示
し
、
産
業
界
の
真
剣
な
取
り
組
み
に
対

す
る
内
外
の
理
解
の
増
進
を
図
る
こ
と
に

あ
る
。

夏
季
賞
与
・
一
時
金
大
手
妥
結
結

果
（
最
終
集
計
）

―
１７３
社
平
均
９０
万
９
５
１
９
円
／

前
年
夏
季
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
０８

％
日
本
経
団
連
が
７
月
２２
日
に
発
表
し
た

「
２
０
０
８
年
夏
季
賞
与
・
一
時
金
大
手

企
業
妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）」（
最
終
集

計
）〈
Ｐ
Ｄ
Ｆ
〉
に
よ
る
と
、
調
査
対
象

（
従
業
員
５００
人
以
上
、
２１
業
種
２６３
社
）
の

７７
・
２
％
に
当
た
る
２０３
社
が
妥
結
し
て
お

り
、
こ
の
う
ち
、
平
均
額
が
わ
か
っ
て
い

る
１７３
社
の
妥
結
額
平
均
は
９０
万
９
５
１
９

円
、
前
年
夏
季
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
０８
％
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
回
の

集
計
結
果
は
、
額
に
つ
い
て
最
終
集
計
と

し
て
昨
年
に
続
き
９０
万
円
台
と
な
っ
た
も

の
の
、
額
・
率
と
も
に
０２
年
以
来
の
マ
イ

ナ
ス
で
あ
っ
た
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製

造
業
１４４
社
の
妥
結
額
平
均
は
９３
万
２
７
８

２
円
、
前
年
夏
季
比
０
・
２０
％
で
、
６
年

連
続
で
過
去
最
高
額
を
更
新
。
一
方
、
非

製
造
業
２９
社
の
妥
結
額
平
均
は
８４
万
９８
円
、

前
年
夏
季
比
マ
イ
ナ
ス
１
・
５１
％
で
あ
っ

た
。妥

結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
９０
万
円

以
上
」（
３１
社
、
２０
・
５
％
）
が
最
も
多

く
、
次
い
で
、「
７５
万
円
〜
８０
万
円
未
満
」

（
２４
社
、
１５
・
９
％
）
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
４０
万
円
未
満
」（
１
社
、
０.７

％
）
お
よ
び
「
４０
万
円
〜
４５
万
円
未
満
」

（
０
社
、
０.０
％
）
の
分
布
が
著
し
く
少
な

い
状
況
に
あ
る
。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
で
最
も
多
い
の
は
、

「
０.０
〜
２.０
％
未
満
」（
３２
社
、
２１
・
９
％
）

で
、
以
下
「
マ
イ
ナ
ス
２.０
〜
０.０
％
未
満
」

（
２３
社
、
１５
・
８
％
）、「
２.０
〜
４.０
％
未
満
」

（
２１
社
、
１４
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
で
は
プ
ラ
ス
で
妥
結
し
た
企
業
の

割
合
（
６１
・
０
％
）
が
多
い
も
の
の
、
そ

の
割
合
は
前
年
夏
季
（
７０
・
５
％
）
と
比

べ
て
減
少
し
て
い
る
（
マ
イ
ナ
ス
９.５
％
）。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２０―



春
季
労
使
交
渉
・
中
小
妥
結
結
果

（
最
終
集
計
）

―
５７８
社
平
均
４
１
８
４
円
、
ア
ッ

プ
率
１
・
６６
％

日
本
経
団
連
は
７
月
２３
日
、「
２
０
０

８
年
春
季
労
使
交
渉
・
中
小
企
業
業
種
別

妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）」（
最
終
集
計
）

〈
Ｐ
Ｄ
Ｆ
〉
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
調
査
対
象
（
従
業
員
５００
人
未
満
、
１７

業
種
７６１
社
）
の
７７
・
７
％
に
当
た
る
５９１
社

で
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
平
均
額
が

わ
か
っ
て
い
る
５７８
社
の
妥
結
額
平
均
は
４

１
８
４
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
６６
％
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
前
年
の
最
終
集
計
結

果
６８０
社
、
４
１
４
９
円
、
１
・
６４
％
）
と

比
べ
て
、
金
額
で
３５
円
、
率
で
０
・
０２
ポ

イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、金
額
・

ア
ッ
プ
率
と
も
に
６
年
連
続
で
前
年
を
上

回
っ
て
い
る
が
、
昨
年
と
の
比
較
で
は
微

増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製

造
業
３９５
社
の
妥
結
額
平
均
は
４
６
１
１
円
、

ア
ッ
プ
率
１
・
７８
％
と
な
り
、
前
年
の
最

終
集
計
結
果（
４７０
社
、
４
５
０
０
円
、
１
・

７３
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
１１１
円
、
率

で
０
・
０５
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
。
一
方
、

非
製
造
業
１８３
社
の
妥
結
額
平
均
は
３
２
５

４
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
３７
％
と
な
り
、
前

年
の
最
終
集
計
結
果
（
２１０
社
、
３
３
６
８

円
、
１
・
４０
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で

１
１
４
円
、
率
で
０
・
０３
ポ
イ
ン
ト
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

規
模
別
で
は
、「
３００
人
以
上
」（
１０７
社
）

は
４
４
２
６
円
、
１
・
７１
％
、「
１００
〜
３００

人
未
満
」（
２７８
社
）
は
４
０
５
２
円
、
１
・

６３
％
、「
１００
人
未
満
」（
１９３
社
）
は
３
７
２

３
円
、
１
・
５８
％
と
な
っ
て
お
り
、
規
模

の
大
き
い
方
が
額
・
率
と
も
に
高
い
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

２
０
０
８
年
春
季
労
使
交
渉
の
概

況―
一
服
感
あ
る
企
業
収
益
を
反
映

／
賞
与
・
一
時
金
は
額
・
率
と

も
マ
イ
ナ
ス

２
０
０
７
年
末
の
日
本
経
済
は
、
企
業

収
益
が
高
水
準
な
が
ら
も
増
勢
に
一
服
感

が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
問
題
に
端
を
発
す
る
世
界
的
な
金
融
資

本
市
場
の
混
乱
の
継
続
、
ア
メ
リ
カ
経
済

減
速
の
長
期
化
懸
念
、
原
燃
料
価
格
の
高

騰
、
ド
ル
安
円
高
な
ど
、
景
気
の
下
振
れ

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
下
、
日
本
経
団
連
は
春
季
労
使
交
渉

に
お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
し

て
２
０
０
８
年
版
「
経
営
労
働
政
策
委
員

会
報
告
」
を
発
表
し
た
。

同
報
告
で
は
、
日
本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ

ル
競
争
に
打
ち
勝
ち
労
使
双
方
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
の
結
果
を
得
る
た
め
に
は
、
日
本

型
経
営
の
根
幹
を
な
す
日
本
型
雇
用
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
維
持
す
べ
き
点
と
変
革
す

べ
き
点
が
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。
こ

の
基
本
認
識
に
基
づ
き
、
賃
金
を
は
じ
め

と
す
る
総
額
人
件
費
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

市
場
横
断
的
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
既
に
過

去
の
も
の
で
あ
り
、
自
社
の
支
払
能
力
を

基
準
と
し
判
断
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強

調
す
る
と
と
も
に
、
日
本
的
経
営
の
強
み

で
あ
る
労
使
の
協
力
・
信
頼
関
係
と
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
、
生

産
性
向
上
策
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
付

加
価
値
額
を
高
め
て
い
く
努
力
を
労
使
双

方
に
求
め
た
。

他
方
、
連
合
は
「
２
０
０
８
年
春
季
生

活
闘
争
方
針
」
に
お
い
て
、
賃
金
の
底
上

げ
と
格
差
是
正
に
結
び
付
く
賃
金
改
善
、

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
や
正
社
員
化
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に

向
け
た
労
働
時
間
の
短
縮
・
割
増
率
の
引

き
上
げ
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

賃
金
に
関
す
る
各
労
働
組
合
の
要
求
を

概
観
す
る
と
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
と
し

て
要
求
を
行
う
組
合
も
あ
っ
た
も
の
の
、

定
期
昇
給
分
（
賃
金
体
系
維
持
分
）、
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
、
諸
手
当
改
定
な
ど
を
包
含

す
る
「
賃
金
改
善
」
と
し
て
要
求
を
行
う

組
合
が
多
く
、
ま
た
、
一
部
で
は
企
業
業

績
の
悪
化
を
理
由
に
要
求
を
見
送
る
組
合

も
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
連
合
の
方
針
を

反
映
し
、
長
時
間
労
働
の
是
正
の
観
点
か

ら
時
間
外
・
休
日
割
増
率
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
組
合
が
多
く
み
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
労
働
組
合
の
要
求
に
対
し
、

経
営
側
の
対
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、

賃
上
げ
に
関
す
る
妥
結
結
果
（
日
本
経
団

連
調
べ
、
最
終
集
計
、
全
産
業
平
均
）
を

み
る
と
、
大
手
企
業
の
妥
結
額
平
均
は
６

２
７
１
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
９５
％
、
中
小

企
業
の
妥
結
額
平
均
は
４
１
８
４
円
、
ア

ッ
プ
率
１
・
６６
％
で
あ
っ
た
。
額
・
ア
ッ

プ
率
と
も
に
大
手
企
業
で
は
４
年
連
続
、

中
小
企
業
で
は
６
年
連
続
で
前
年
を
上
回

っ
て
い
る
も
の
の
、
昨
年
と
の
比
較
で
は

微
増
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
賃
金
改
善
等

の
水
準
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
昨
年
と
同

程
度
と
し
た
企
業
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
時
間
外
・
休
日
割
増
率
の
引
き

上
げ
に
対
し
て
は
、「
現
状
ど
お
り
」
も

し
く
は
「
継
続
協
議
」
と
回
答
し
た
企
業

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

他
方
、
今
年
の
夏
季
賞
与
・
一
時
金
の

大
手
企
業
の
妥
結
結
果
（
日
本
経
団
連
調

べ
、
最
終
集
計
、
全
産
業
平
均
）
は
９０
万

９
５
１
９
円
、前
年
夏
季
比
マ
イ
ナ
ス
０
・

０８
％
と
な
っ
た
。
金
額
と
し
て
は
２
年
連

続
で
９０
万
円
台
の
高
水
準
を
維
持
し
た
も

の
の
、
額
・
率
と
も
に
０２
年
以
来
の
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
一
服
感

の
あ
る
企
業
収
益
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

り
、
短
期
的
な
業
績
は
賞
与
・
一
時
金
に

反
映
す
る
と
い
う
考
え
方
が
各
企
業
に
定

着
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

■
人
事
・
賃
金
制
度
や
労
働
条
件
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
論
議
の
場
に

ま
た
、
賃
金
以
外
の
項
目
で
あ
る
次
世

代
育
成
支
援
に
か
か
わ
る
施
策
、
裁
判
員

制
度
へ
の
対
応
、
労
働
時
間
短
縮
に
か
か

わ
る
施
策
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
な
ど
、

従
業
員
の
働
き
方
に
関
す
る
事
項
が
今
次

交
渉
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
労
使
協
議
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
昨
今
の
春
季
労

使
交
渉
は
、
賃
金
の
み
な
ら
ず
人
事
・
賃

金
制
度
や
労
働
条
件
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
を
幅
広
く
論
議
す
る
場
と
い

う
位
置
付
け
が
定
着
し
て
い
る
。

提
言
「
全
員
参
加
型
の
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
」
発
表

―
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

大
国
ニ
ッ

ポ
ン
確
立
と
形
成
へ

日
本
経
団
連
は
６
月
１７
日
、「
全
員
参

加
型
の
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
〜

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

大
国
ニ
ッ
ポ
ン
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
」
を
発
表
し
た
。

今
年
７
月
に
洞
爺
湖
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ

８
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
地
球
温
暖
化
問
題
が

最
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
９
日
に
は
福
田
総
理
か
ら
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
基
本
方
針
が

示
さ
れ
る
な
ど
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
験

を
通
じ
、
世
界
ト
ッ
プ
水
準
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
を
開
発
し
、
世
界
に
誇
れ
る
「
省

エ
ネ
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
築
い
て
き
た
。

今
後
と
も
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
安
穏

と
す
る
こ
と
な
く
、「
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

大
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
掲
げ
、
政
府
・
自
治

体
・
企
業
・
国
民
が
、
連
携
し
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
意
思
と
行
動
が

必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
般
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
面

と
供
給
面
の
双
方
に
着
目
し
、
家
庭
部
門

の
省
エ
ネ
対
策
な
ど
、
国
民
生
活
に
関
係

が
深
く
、
国
民
の
理
解
な
く
し
て
進
展
が

期
待
で
き
な
い
事
項
を
中
心
に
提
言
を
取

り
ま
と
め
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
「
省
エ
ネ
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
確
立

に
向
け
て

�

産
業
界
も
最
大
限
努
力

わ
が
国
の
産
業
部
門
は
世
界
最
高
水
準

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
達
成
し
て
き
た
。

産
業
界
は
、
今
後
と
も
自
ら
掲
げ
る
「
Ｃ

Ｏ
２

削
減
の
た
め
の
環
境
自
主
行
動
計

画
」
を
柱
に
据
え
、
産
業
部
門
は
も
ち
ろ

ん
、
民
生
・
運
輸
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

の
削
減
に
も
努
力
す
る
方
針
で
あ
る
。

�

家
庭
部
門
に
お
け
る
省
エ
ネ
化

わ
が
国
の
家
庭
部
門
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
、
２
０
０
６
年
度
に
お
い
て
基

準
年
で
あ
る
１
９
９
０
年
と
比
べ
、
約
３

割
増
と
な
っ
て
お
り
、
家
庭
部
門
の
対
策

が
急
務
で
あ
る
。
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、

「
省
エ
ネ
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
確
立
に
向

け
て
主
体
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
企

業
や
政
府
・
自
治
体
も
国
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
革
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
企
業
は
省
エ
ネ
性
能
の

優
れ
た
製
品
の
開
発
・
商
品
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
国
民
に
対
し
て
わ
か
り
や

―２１―



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

す
い
省
エ
ネ
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
。
他
方
、
政
府
・
自
治
体
は
サ
マ
ー
タ

イ
ム
制
度
の
実
現
や
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果

の
大
き
い
省
エ
ネ
機
器
等
の
購
入
に
対
し
、

税
制
上
・
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
国
民
は
正
し
い
省

エ
ネ
知
識
を
も
と
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

の
高
い
機
器
へ
の
買
い
替
え
な
ど
、
賢
い

製
品
選
択
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

特
に
家
電
製
品
や
自
動
車
な
ど
、
リ
サ
イ

ク
ル
体
制
が
整
っ
て
い
る
製
品
は
資
源
の

有
効
利
用
も
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

高
効
率
機
器
へ
の
早
期
買
い
替
え
も
環
境

に
や
さ
し
い
行
動
の
一
つ
と
し
て
国
民
が

認
識
す
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
�
「
省
Ｃ
Ｏ
２

大
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
形

づ
く
る
た
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
面
で
は
、
量
・
質
の

両
面
で
低
炭
素
化
の
切
り
札
と
な
る
原
子

力
発
電
の
積
極
活
用
が
必
要
で
あ
る
。
特

に
安
全
確
保
を
大
前
提
と
し
た
原
子
力
発

電
の
利
用
率
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
。
太

陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
は
、
現
状
、
安
定
供
給
や
コ
ス
ト

面
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
諸
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
研
究
開
発
や
、
コ
ス
ト

負
担
に
つ
い
て
の
国
民
的
な
議
論
が
必
要

で
あ
る
。

現
下
の
経
済
情
勢
打
開
へ
緊
急
提

言
、
取
り
ま
と
め
建
議

―
原
子
力
の
活
用
促
進
や
資
源
価

格
の
投
機
的
高
騰
抑
制
な
ど

日
本
経
団
連
は
７
月
３０
日
、
現
下
の
危

機
的
な
経
済
状
況
を
打
開
し
、
国
民
の
閉

塞
感
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
安
定
的
な

経
済
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
提

言
を
緊
急
に
取
り
ま
と
め
、
総
理
ほ
か
関

係
方
面
に
建
議
し
た
。
全
文
は
次
の
と
お

り
。

■
現
下
の
経
済
情
勢
を
打
開
す
る
た
め
の

緊
急
提
言

原
油
・
原
材
料
な
ど
資
源
価
格
の
高
騰
、

米
国
を
中
心
と
す
る
世
界
経
済
の
減
速
な

ど
に
よ
り
、
わ
が
国
経
済
は
停
滞
の
度
合

い
を
強
め
、
国
民
の
間
に
は
閉
塞
感
が
漂

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
早
急
に
打

開
す
る
と
と
も
に
、
成
長
戦
略
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
安
心
で
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
を
再
構
築
し
、
活
力
あ
る

経
済
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
消
費

税
の
引
き
上
げ
を
含
む
税
・
財
政
・
社
会

保
障
制
度
の
一
体
改
革
の
断
行
が
不
可
欠

で
あ
る
。

政
治
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、

左
記
の
諸
施
策
の
早
急
な
実
施
を
求
め
る
。

記

１
�
原
子
力
の
活
用
促
進
（
設
備
利
用
率

の
向
上
）

２
�
中
小
物
流
・
農
林
水
産
業
者
の
燃
料

費
高
騰
に
対
す
る
緊
急
避
難
的
な
補

助
。
高
速
道
路
料
金
の
引
き
下
げ

３
�
資
源
価
格
の
投
機
的
高
騰
の
抑
制

４
�
世
界
最
先
端
の
電
子
行
政
・
電
子
社

会
の
構
築

５
�
魅
力
あ
る
農
業
経
営
の
た
め
の
基
盤

強
化

６
�
子
育
て
世
帯
を
中
心
と
す
る
所
得
税

減
税

７
�
住
宅
取
得
促
進
減
税

８
�
省
エ
ネ
・
環
境
対
応
製
品
の
普
及
の

た
め
の
税
制
措
置

９
�
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
交
渉
の
加
速
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
最
終
合
意
に
向
け
て

の
一
層
の
努
力

埼
玉
県
・
埼
玉
労
働
局
・
当
会
の
主
催

に
よ
る
平
成
二
十
年
度
第
二
回
障
害
者
雇

用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
八
月
二
十
七
日

�
午
後
、
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

四
階
に
て
開
催
さ
れ
た
。

主
催
者
挨
拶
で
登
壇
し
た
岡
島
敦
子
埼

玉
県
副
知
事
は
「
埼
玉
発
の
う
ね
り
で
日

本
の
障
害
者
雇
用
を
変
え
よ
う
」
と
話
さ

れ
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
大
い
に
活
用
さ
れ

た
い
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
最
初
に
「
障
害
者
雇
用
の

新
し
い
時
代
を
読
む
」
と
題
し
、
�
ア
ド

バ
ン
テ
ッ
ジ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
顧

問
・
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ジ
キ
ャ
リ
ア
部
長
、

秦
政
氏
が
講
演
し
た
。

秦
氏
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
十
九
年
前

の
体
験
談
か
ら
始
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
一
途
を
辿
る
世
界
経
済
の
中
、
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
指
摘
さ
れ
、
民

間
企
業
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
、

障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る
法
律
改
正
の
動

き
を
分
析
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
存
在
す
る

先
入
観
・
決
め
付
け
を
排
除
し
た
い
と
し

て
、
精
神
障
が
い
者
は
長
時
間
勤
務
さ
せ

て
は
い
け
な
い
と
の
思
い
込
み
や
、
企
業

は
働
い
て
お
金
を
稼
ぐ
と
こ
ろ
で
、時
間
・

納
品
・
品
質
に
対
し
て
厳
し
い
の
は
当
然

で
あ
り
、
仕
事
は
楽
で
は
な
い
の
は
当
た

り
前
で
、
配
慮
と
過
保
護
の
取
り
違
え
を

し
な
い
よ
う
に
話
さ
れ
た
。
最
後
に
、
誰

の
た
め
に
仕
事
を
す
る
の
か
を
忘
れ
な
い

で
、
自
分
自
身
の
思
い
と
夢
を
全
う
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
た
。

続
い
て
、「
当
社
の
障
害
者
雇
用
の
取

組
」
と
題
し
、
�
ユ
ニ
ク
ロ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
、

重
本
直
久
氏
が
講
演
し
た
。
�
ユ
ニ
ク
ロ

は
、
障
害
者
雇
用
率
七
・
四
三
パ
ー
セ
ン

ト
と
全
国
ト
ッ
プ
に
あ
る
。

重
本
氏
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

て
い
く
こ
と
が
、
当
社
の
障
が
い
者
雇
用

の
取
組
み
と
説
明
。
障
が
い
者
雇
用
の
方

針
と
現
状
、
雇
用
率
の
推
移
、
現
場
の
風

土
、
行
政
と
の
連
携
等
に
及
び
、
店
舗
に

お
け
る
事
例
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

配
慮
す
べ
き
こ
と
、
し
な
く
て
も
よ
い
こ

と
を
直
感
的
に
理
解
で
き
る
な
ど
、
従
業

員
の
成
長
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
、

好
影
響
を
及
ぼ
す
障
が
い
者
雇
用
の
効
果

を
示
さ
れ
た
。

最
後
に
、「
当
社
の
障
害
者
雇
用
の
取
り

組
み
」
と
題
し
、
�
西
武
パ
レ
ッ
ト
代
表

取
締
役
社
長
、
飯
田
則
昭
氏
が
講
演
し
た
。

当
社
は
、
西
武
鉄
道
�
の
子
会
社
で
あ

り
、
西
武
鉄
道
の
事
業
所
に
お
け
る
清
掃

が
主
な
事
業
内
容
で
、
特
例
子
会
社
で
あ

る
こ
と
を
先
ず
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
特

例
子
会
社
設
立
の
背
景
、
経
緯
、
支
援
機

関
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
等
を
示
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
家
族
・
支
援
機
関
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
安
定
し

た
就
労
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
障

が
い
者
雇
用
と
し
て
、
身
体
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
は
本
社
事
務
業
務
（
西
武

鉄
道
）、
知
的
障
が
い
者
は
清
掃
業
務
な

ど
（
西
武
パ
レ
ッ
ト
）
と
、
障
が
い
に
あ

っ
た
雇
用
形
態
に
し
、
障
が
い
者
雇
用
を

特
例
子
会
社
だ
け
に
す
べ
て
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
鉄
道
本
体
で
も
継
続
し
て
雇
用

を
進
め
て
い
き
、
将
来
的
に
は
西
武
グ
ル

ー
プ
に
も
、
障
が
い
者
雇
用
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
講
演
を
結
ん
だ
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
最
後

に
、
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
小
野
博
也
セ
ン
タ
ー
長
が
ま
と
め

を
行
い
、
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

障障
害害
者者
雇雇
用用
ササ
ポポ
ーー
トト
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
くく

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
３
氏
講
演

岡
島
県

副
知
事

「
埼
玉
発
で
流
れ
を
変
え
よ
う
」

挨拶する岡島敦子副
知事

講演するユニクロの
重本直久氏

講演する秦政氏

講演する西武パレッ
トの飯田則昭氏

―２２―
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七
月
一
六
日
〜
九
月
一
五
日

◆
七
・
一
六

第
二
六
期
担
当
者
養
成

講
座
第
五
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
七

経
営
法
務
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
八

中
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
二

西
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
丸
広
百
貨
店
）

◆
七
・
二
三

担
当
者
養
成
講
座
第
六

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
四

南
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
川
口
リ
リ
ア
）

◆
七
・
二
五

第
二
九
次
小
笠
原
洋
上

研
修
第
一
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
九

労
務
管
理
講
座
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
三
一

北
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所
）

◆
八
・
二
七

小
笠
原
洋
上
研
修
第
二

回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
三
〜
四

第
一
種
・
第
二
種
衛

生
管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策
講
座

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
八
〜
九

第
一
種
・
第
二
種
衛

生
管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策
講
座

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
一

労
務
管
理
講
座
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

奨
励
金
に
つ
い
て

【
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
と
は
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
紹
介
す
る
対
象
労
働
者

を
事
業
主
が
一
定
期
間
（
原
則
３
か
月
）
試

行
的
に
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
主
と

対
象
労
働
者
の
双
方
が
業
務
遂
行
に
当
た
っ

て
の
適
性
や
能
力
な
ど
を
見
極
め
る
と
と
も

に
、
相
互
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
通
じ
て
、
対
象
労
働
者
の
常
用
雇
用
へ
の

移
行
や
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
も
の
で
す
。

な
お
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
実
施
す
る
事
業

主
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
ト

ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
受
給
で
き
る
事
業
主
の
主
な

支
給
要
件
等
】

１

以
下
の
い
ず
れ
か
の
対
象
者
の
う
ち
、

そ
の
職
業
経
験
、
技
能
、
知
識
等
か
ら
判

断
し
て
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
経
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が

認
め
る
者
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
に

よ
り
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
と
し
て
雇
い
入
れ

た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

〈
対
象
者
〉

�
中
高
年
齢
者

�
若
年
者
等

�
長
期

若
年
無
業
者
等

�
母
子
家
庭
の
母
等

�
季
節
労
働
者

�
中
国
残
留
邦
人
等
永

住
帰
国
者

�
障
害
者

�
日
雇
労
働
者

�
住
居
喪
失
不
安
定
労
働
者

�
ホ
ー
ム

レ
ス

２

雇
用
保
険
の
適
用
事
業
の
事
業
主
で
あ

る
こ
と
。

３

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
開
始
し
た
日
の
前

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
前
の
日
か
ら
ト

ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
終
了
す
る
ま
で
の
間
に

雇
用
保
険
被
保
険
者
を
事
業
主
の
都
合
に

よ
り
解
雇
等
（
退
職
勧
奨
を
含
む
）
を
し

た
こ
と
が
な
い
事
業
主
で
あ
る
こ
と
、
な

ど
、
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

【
受
給
で
き
る
額
等
】

�
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
労
働
者
１
人
に
つ
き
月

額
４
万
円
で
す
。

�
支
給
対
象
期
間
は
最
長
３
か
月
間
で
す
。

お
問
合
せ
先

埼
玉
労
働
局

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

地
球
温
暖
化
の
影
響
か
今
夏
は
猛
暑
で
自

然
災
害
も
数
多
く
発
生
し
た
。
そ
の
中
で
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
恒

例
の
甲
子
園
の
高
校
野
球
選
手

権
大
会
も
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に

も
な
っ
た
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日

本
選
手
の
活
躍
、
特
に
水
泳
の

北
島
康
介
選
手
の
史
上
初
の
平

泳
ぎ
二
大
会
連
続
二
冠
の
達
成
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
上
野
由

岐
子
投
手
の
前
日
３
１
８
球
を

投
げ
、
決
勝
戦
で
も
９５
球
の
三

試
合
完
投
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に

と
っ
て
最
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

悲
願
だ
っ
た
金
メ
ダ
ル
獲
得
は

「
最
高
」
の
一
言
に
尽
き
る
。

昔
か
ら
「
人
の
出
入
り
が
多

く
な
い
と
繁
栄
は
し
な
い
」
と

言
わ
れ
て
い
る
。
一
般
家
庭
に

お
い
て
も
お
店
で
も
企
業
で
も

地
域
で
も
同
様
で
あ
る
。

新
潟
県
の
北
端
で
生
ま
れ
育
っ
た
小
生
は
、

懸
命
に
「
地
域
経
済
活
性
化
」
に
精
力
を
傾

け
て
い
る
。

今
夏
の
仕
掛
け
は
「
田
舎
で
の
海
・
山
・

川
で
の
体
験
ツ
ア
ー
」
で
、
首
都
圏
の
小
学

生
を
二
泊
三
日
で
地
元
に
招
い
て
諸
々
の
体

験
を
さ
せ
て
い
る
。

海
で
は
磯
遊
び
や
古
代
塩
造
り
の
里
の
見

学
、
山
や
川
で
は
ヤ
ナ
場
で
の
鮎
の
掴
み
取

り
や
縄
文
の
里
の
見
学
。
体
験
工
作
で
は
木

の
実
細
工
、磯
で
拾
っ
た
石
で
の
ス
ト
ー
ン
・

ア
ー
ト
、
ト
コ
ロ
天
作
り
教
室
、
温
泉
卵
作

り
。
夜
に
は
宿
泊
場
所
の
海
辺
で
花
火
大
会
、

そ
し
て
空
気
の
き
れ
い
な
地
で
の
天
文
観
測

な
ど
と
盛
り
沢
山
の
企
画
で
あ
る
。

新
潟
県
内
で
も
古
い
城
下
町
で
、
い
ま
だ

に
封
建
的
な
ニ
オ
イ
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
食
糧
の
自
給
率
は
非
常
に
高
く
、

米
・
魚
・
肉
・
野
菜
な
ど
す
べ

て
地
元
で
賄
え
る
。
四
季
の
変

化
に
富
ん
だ
素
晴
ら
し
い
風
光

明
媚
な
地
方
で
温
泉
ま
で
在
る
。

で
も
、
こ
の
地
域
に
人
を
呼

ぶ
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。

理
由
は
明
白
で
、
戦
国
時
代

と
同
様
に
地
域
性
が
強
い
た
め

に
群
雄
割
拠
で
、
協
調
精
神
の

欠
如
で
あ
る
。
地
域
全
体
と
し

て
の
活
動
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ

な
い
。
地
域
、
企
業
に
例
え
る

な
ら
ば
組
織
力
が
実
に
弱
い
の

で
あ
る
。

企
業
文
化
の
充
実
、
人
財
育

成
、
ベ
ク
ト
ル
の
共
有
化
が
企

業
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
重

要
な
事
項
で
あ
る
が
、
地
域
に

も
ま
っ
た
く
同
様
な
こ
と
が
い

え
る
。

悪
の
根
元
と
な
っ
て
い
る
地
域
や
業
界
の

カ
ベ
を
、
ベ
ル
リ
ン
の
カ
ベ
と
同
様
に
崩
壊

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
仕

掛
け
の
一
つ
が
今
夏
の
企
画
で
あ
る
。

地
域
民
が
原
点
に
戻
り
互
に
協
力
し
て
首

都
圏
の
子
供
達
に
ど
れ
だ
け
満
足
を
与
え
、

夏
休
み
の
思
い
出
つ
く
り
に
い
か
に
貢
献
で

き
る
か
で
あ
る
。

事
業
だ
よ
り

第１６５回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之
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★
第
２９
次
小
笠
原
洋
上
研
修
、
島
内
研
修

日
時

１０
月
８
日
�
〜
１３
日
�
５
泊
６
日

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
、
研
修
１２
単
位
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

現
地
交
歓
会
、
課
外
活
動
ほ
か

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ
１０
名

★
同
右
第
４
回
集
合
研
修

日
時

１１
月
７
日
�
９
時
３０
分
〜
１８
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

内
容

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
通
信
教
育
修
了
式
、

研
修
修
了
式

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
第
４４
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
１
講

日
時

１０
月
１５
日
�
１０
時
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０５
会
議
室

内
容

労
働
行
政
・
労
働
関
係
の
基
礎
と
社
員
の
取
扱

い
の
ポ
イ
ン
ト

講
師

埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
長

小
島
悟
司
氏

弁
護
士

安
西

�
氏

★
同
右
第
２
講

日
時

１０
月
２３
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
会
議
室

内
容

人
事
の
流
動
・
多
様
化
と
解
雇
・
懲
戒
の
変
化

講
師

弁
護
士

渡
邊

岳
氏

★
同
右
第
３
講

日
時

１１
月
６
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
会
議
室

内
容

女
性
、
パ
ー
ト
の
時
代

講
師

弁
護
士

木
下
潮
音
氏

★
同
右
第
４
講

日
時

１１
月
１４
日
�
１３
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０５
会
議
室

内
容

事
例
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

講
師

弁
護
士

安
西

�
氏

★
同
右
第
５
講

日
時

１２
月
２
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
会
議
室

内
容

安
全
配
慮
時
代

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
６
講

日
時

１２
月
１８
日
�
１０
時
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０５
会
議
室

内
容

労
働
時
間
と
割
増
賃
金
問
題

講
師

弁
護
士

岩
本
充
史
氏

★
給
与
計
算
と
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１１
月
７
日
�
９
時
３０
分
〜
１９
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０５
会
議
室

内
容

給
与
計
算
と
年
末
調
整
の
実
務
〜
関
連
法
規
・

税
務
、
社
会
保
険
、
源
泉
徴
収
、
年
末
調
整
の

進
め
方
と
ポ
イ
ン
ト
〜

講
師

土
屋

彰
氏
、
山
田
邦
昭
氏

★
労
務
管
理
講
座

日
時

１１
月
１２
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
８０２
会
議
室

内
容

派
遣
労
働「
２
０
０
９
年
問
題
」・
改
正
派
遣
法

や
偽
装
請
負
へ
の
実
務
対
応

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
北
部
地
区
協
議
会

日
時

１１
月
１１
日
�
１３
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

サ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
工
業
�
深
谷
製
作
所

★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

１１
月
２０
日
�
１３
時
１５
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

１１
月
２１
日
�
１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

吉
野
電
化
工
業
�

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

牛
山
電
工
�

取
締
役
社
長

吉
田

弘

川
越
市
問
屋
町
六
―
一

電
話
〇
四
九
―
二
二
四
―
五
三
三
一

（
資
）
一
千
七
百
万
円

（
従
）
八
〇
名

電
設
資
材
卸
売
業

ガ
ク
ヤ
�

代
表
取
締
役
社
長

小
池

達
郎

行
田
市
向
町
一
四
―
二
〇

電
話
〇
四
八
―
五
五
六
―
三
一
二
一

（
資
）
七
千
万
円

（
従
）
五
〇
名

足
袋
、
靴
下
製
造
、
卸

カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ
ン
セ
イ
�

代
表
取
締
役
社
長

呉

文
精

さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
二
―
一
九
一
七

電
話
〇
四
八
―
六
六
〇
―
二
一
一
一

（
資
）
四
百
十
四
億
五
千
六
百
万
円

（
従
）
四
一
〇
〇
名

輸
送
用
機
器
の
製
造
・
販
売
、熱
交
換
器
、空
調
機
器
、

消
音
器
、濾
過
器
、排
気
ガ
ス
浄
化
装
置
、電
気
・
電
子

部
品
、計
測
機
器
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
品
、ワ

イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
の
製
造
・
販
売

�
ク
マ
ザ
ワ

代
表
取
締
役

熊
澤

富
雄

さ
い
た
ま
市
緑
区
大
字
南
部
領
辻
二
七
六
五

電
話
〇
四
八
―
八
七
八
―
六
七
一
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
三
一
名

精
密
機
器
部
品
の
製
造

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
�
北
関
東
総
支
社

常
務
理
事
北
関
東
総
支
社
長

伊
藤

明

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
一
〇
―
一
六
シ
ー

ノ
大
宮
ノ
ー
ス
ウ
ィ
ン
グ
２０
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
七
七
―
〇
〇
八
六

（
資
）
一
千
四
百
一
十
八
億
五
千
一
百
万
円

（
従
）
一
五
八
〇
〇
名

電
気
通
信
事
業

埼
栄
不
動
産
�

代
表
取
締
役
専
務

飯
塚

元
一

川
口
市
前
川
一
―
一
―
七
〇

電
話
〇
四
八
―
二
六
九
―
三
三
六
七

（
資
）
八
億
円

（
従
）
五
〇
名

不
動
産
賃
貸
業
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場

�
十
万
石
ふ
く
さ
や

代
表
取
締
役

横
田

康
介

行
田
市
長
野
二
―
二
七
―
二
八

電
話
〇
四
八
―
五
五
六
―
一
二
七
五

（
資
）
四
千
万
円

（
従
）
八
六
名

菓
子
類
製
造

西
武
金
属
�

代
表
取
締
役

関

盛
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
東
町
一
―
二
三
一

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
一
四
〇
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

鉄
鋼
（
鋼
管
）
販
売
、
自
動
車
部
品
（
排
気
管
）

�
ペ
ッ
カ
ー
精
工

代
表
取
締
役
社
長

小
泉

秀
樹

東
松
山
市
大
字
新
郷
八
八
―
三
四

電
話
〇
四
九
三
―
二
四
―
二
二
六
一

（
資
）
四
千
九
百
万
円

（
従
）
五
四
名

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
金
型
製
造

マ
ッ
ク
ホ
ー
ム
�

代
表
取
締
役

氏
居

照
和

朝
霞
市
本
町
二
―
七
―
三
一

電
話
〇
四
八
―
四
五
一
―
三
六
三
六

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
九
名

建
設
、
不
動
産
業

〈
代
表
者
変
更
〉

�
関
電
工
埼
玉
支
店

執
行
役
員
埼
玉
支
店
長

松
谷

勝
（
旧

鹿
島

幹
司
）

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
川
越
支
店

支
店
長

岡
部

誠
一
（
旧

荒
井

隆
男
）

�
フ
ジ
ア
イ
タ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

川
崎

裕
司
（
旧

満
岡

隆
一
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
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♪埼玉音協主催
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平成20年 12月19日（金）

18 : 00開場 18 : 30開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）
昨年の公演で「とにかく笑った�」「感動した！」とご好評を頂戴い
たしました、歌之介独演会を今年も開催いたします。良いお席はお早
めに…。

＊お申込みは FAXにてお願いいたします。（埼玉音協 FAX：048‐641‐0924）
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